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酪農トピックス／
福島の酪農復興に大きな第一歩!!第43回福島県ホルスタイン
ショー開催!!開催の喜びを分かち合う大会となりました!!

（福島県酪協より）ほか
日本酪農見て歩紀（埼玉県日高市 井上廣喜牧場）

栄えある春の叙勲褒章 日本酪農政治連盟が平野復興大臣に原発事故に伴う
酪農被害に関する要請を行う

酪農部だよりワイド
全酪連ギフト商品について

第41回
全国酪農青年女性酪農発表大会
発表者決定!!

４月25日、都内随所にてTPP交渉参加反対集会開催される

嫁・婿が語る酪農の魅力／久保田 志保さん



全国酪農青年女性酪農発表大会
発表者決定!!

九
州
酪
農
青
年
女
性
会
議

熊
本
県
　
熊
本
県
酪
農
青
壮
年
部
協
議
会　

立
作　

浩
一
さ
ん

歩
み
を
止
め
ず
、す
ぐ
さ
ま
行
動
を

自
給
飼
料
生
産
に
力
を
入
れ
、７
７・８
％

と
い
う
高
い
粗
飼
料
自
給
率
を
実
現
す
る

と
共
に
、
未
経
産
牛
の
９
割
に
性
判
別
精

液
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
余
剰
の
後

継
牛
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
余
っ
た
後
継

牛
は
夏
の
需
要
期
に
搾
乳
し
た
後
、
牛
群

検
定
結
果
を
備
え
た
搾
乳
牛
と
し
て
販
売

し
、
年
間
を
通
じ
た
収
入
安
定
に
役
立
て

て
い
る
。
ま
た
、
交
配
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利

用
し
た
牛
群
改
良
に
取
組
み
、
後
継
牛
に

泌
乳
持
続
性
の
高
い
牛
を
残
す
こ
と
を
実

践
し
て
い
る
。
酪
農
経
営
の
傍
ら
地
元
組

合
の
青
年
部
長
を
務
め
、
地
域
活
動
を
行

う
だ
け
で
は
な
く
、
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
や

ミ
ニ
農
業
体
験
を
自
主
的
に
実
施
し
て
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
消
費
者
と
交
流
を
進
め

て
い
る
。

西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議

徳
島
県
　
徳
島
県
酪
農
青
年
女
性
会
議

江
本　

洋
子
さ
ん

持
続
性
の
あ
る牛

づ
く
り
を
目
指
し
て

～
仲
間
と
と
も
に
達
成
し
た

１
万
㎏
牛
群
～

夫
婦
で
参
加
し
た
酪
農
家
同
士
の
勉
強

会
が
転
機
と
な
り
、
情
報
交
換
等
地
道
な

努
力
を
続
け
て
、
経
産
牛
１
頭
当
た
り
乳

量
は
１
万
kg
を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た
、

牛
床
マ
ッ
ト
の
設
置
や
暑
熱
対
策
の
充
実

に
よ
る
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
の
実
践
、
資

源
循
環
型
の
酪
農
経
営
、
生
産
原
価
・
所

得
率
等
の
優
れ
た
経
営
指
標
等
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。

全国酪農青年女性会議（大井幸男委員長）と本会共催の「第41回全国酪農青年女性酪農発表大会」（７月
12日㈭～ 13日㈮、兵庫県神戸市「神戸国際会議場」で開催）の予選を兼ねた各地域会議の発表大会が３月
から５月にかけて開催されました。各地域会議の酪農経営発表の部、酪農意見・体験発表の部の代表者が決定
しましたので地域大会の審査講評等をもって、ご紹介に代えさせていただきます。（全国大会発表順）

第41回

経
営
の
部

東
北
酪
農
青
年
婦
人
会
議
代
表

福
島
県
　
福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟

鈴
木　

正
隆
さ
ん

地
域
と
共
に
生
き
る
酪
農

近
隣
の
遊
休
農
地
を
借
り
る
等
飼
料
基

盤
に
立
脚
し
、
安
定
性
を
確
保
し
な
が

ら
、
高
い
所
得
を
保
つ
経
営
を
ベ
ー
ス

に
、
地
域
活
動
に
自
ら
先
頭
に
立
ち
独
身

後
継
者
の
支
援
、
一
般
消
費
者
へ
の
呼
び

か
け
、
地
域
住
民
・
子
供
た
ち
へ
の
酪

農
・
牛
乳
へ
の
理
解
醸
成
と
牛
乳
の
消
費

拡
大
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
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　　        全国酪農青年女性酪農発表大会 発表者決定!!第41回

北
海
道
酪
農
青
年
女
性
会
議

塩
野
谷　

孝
二
さ
ん

次
世
代
放
牧
へ
の
挑
戦

～
放
牧
で
高
泌
乳
牛
を健

康
に
飼
う
～

放
牧
を
主
体
と
し
濃
厚
飼
料
を
制
限
し

な
が
ら
も
、
丁
寧
な
牛
群
管
理
と
飼
料
設

計
で
乳
量
を
維
持
し
て
お
ら
れ
る
。
近
年

の
飼
料
高
騰
の
中
、
今
後
の
新
た
な
酪
農

モ
デ
ル
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
地
域

に
お
い
て
も
、
乳
検
組
合
副
組
合
長
等
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
酪
農
教

育
フ
ァ
ー
ム
認
証
を
取
る
等
消
費
者
と
の

交
流
も
大
切
に
し
て
い
る
。

中
部
酪
農
青
年
女
性
会
議

愛
知
県
　
愛
知
県
酪
農
農
業
協
同
組
合

伴　

奈
生
子
さ
ん

一
石
三
鳥 

私
の
挑
戦

～
和
牛
子
牛
生
産
へ
の

新
た
な
取
り
組
み
～

平
成
18
年
度
の
減
産
計
画
に
伴
う
収
入

の
減
少
へ
の
対
策
と
し
て
、
和
牛
子
牛
の

生
産
に
取
り
組
み
、
市
場
の
視
察
や
肥
育

農
家
の
見
学
、
Ｅ
Ｔ
の
受
胎
率
向
上
に
向

け
た
試
行
錯
誤
を
経
て
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
出
す
ま
で
に
至
っ
て
お
り
、
こ
の

「
和
牛
子
牛
の
生
産
及
び
販
売
」
が
収
入

の
増
加
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、「
出

荷
乳
量
の
増
加
」
と
「
施
設
の
充
実
」
に

も
つ
な
が
り
、
一
石
三
鳥
の
結
果
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
地
域
活
動
に
つ
い
て
は
、

地
域
限
定
牛
乳
を
立
ち
上
げ
に
関
わ
る

3　ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION  2012・6

酪農経営発表の概要（発表順）

発　表　者　名
（所属会議名）

題　　　　　名 耕地面積

（a）

経産牛
飼養頭数   
（頭）

分娩間隔

（ヶ月）

搾 乳 牛1頭 
当り年間乳量

（kg）

乳脂率

（%）

無脂
固形分
（%）

体細胞数

（万/ml）

乳飼比

（%）

1 鈴木　正隆さん
（東北酪農青年婦人会議：福島県）

地域と共に生きる酪農 550 32.8 13.9 10,100 4.04 8.69 27.2 40.8 

2 立作　浩一さん
（九州酪農青年女性会議：熊本県）

歩みを止めず、すぐさま行動を 1,500 47.4 13.1 10,099 3.78 8.86 12.3 42.2

3 江本　洋子さん
（西日本酪農青年女性会議：徳島県）

持続性のある牛づくりを目指
して～仲間とともに達成した
1 万 kg 牛群～

380 56.9 14.6 11,720 3.63 8.81 18.2 43.9

4 塩野谷　孝二さん
（北海道酪農青年女性会議）

次世代放牧への挑戦～放牧で
高泌乳牛を健康に飼う～

6,200 50.9 12.7 10,076 3.79 8.58 14.4 26.4

5 伴　奈生子さん
（中部酪農青年女性会議：愛知県）

一石三鳥　私の挑戦～和牛子
牛生産への新たな取り組み～

1,273 45.4 15.5 9,928 3.87 8.76 20.4 46.8 

6 小松　正平さん
（関東甲信越酪農青年女性会議：長野県）

循環型の酪農経営を目指して
～複合型経営の酪農家として
出来ること～

1,800 40.0 13.3 9,277 3.82 8.78 18.1 31.6



等
、
消
費
者
と
の
交
流
を
重
要
視
し
て
お

り
、
牛
乳
の
消
費
拡
大
に
も
一
役
買
っ
て

い
る
。

関
東
甲
信
越
酪
農
青
年
女
性
会
議

長
野
県
　
長
野
県
酪
農
青
年
女
性
会
議

小
松　

正
平
さ
ん

循
環
型
の
酪
農
経
営
を
目
指
し
て

～
複
合
型
経
営
の
酪
農
家
と
し
て

出
来
る
こ
と
～

粗
飼
料
自
給
率
、
年
間
費
用
、
乳
飼

比
、
授
精
回
数
等
の
経
営
指
標
に
優
れ
た

成
績
を
収
め
て
い
る
こ
と
。
周
辺
農
家
の

高
齢
化
と
い
う
地
域
の
事
情
か
ら
農
地
を

拡
大
し
、
地
域
雇
用
を
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
り
労
働
力
を
賄
う
方
針
を
持
っ
て
お

り
、
今
後
の
農
業
経
営
の
模
範
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
。
地
元
の
子
供
た
ち
や

都
会
の
方
々
に
農
業
体
験
を
通
じ
て
「
命

の
大
切
さ
」
を
伝
え
よ
う
と
す
る
積
極
的

な
地
域
活
動
等
が
評
価
さ
れ
た
。

意
見
・
体
験
の
部

西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議

鳥
取
県
　
大
山
乳
業
農
協
酪
農
女
性
部

山
下　

敏
子
さ
ん

が
ん
じ
ょ
し
て
み
ょ
い
や

～
満
天
の
星
空
の
下 

私
ら
し
く
～

31
年
前
に
神
奈
川
県
か
ら
嫁
い
で
来
ら

れ
、「
自
分
で
や
れ
る
と
こ
ろ
は
全
て
自

分
で
す
る
」
を
実
践
し
て
頑
張
っ
て
こ
ら

れ
た
。
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
や
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て
牧
場
体
験
・
食
育
活
動

や
農
業
と
漁
業
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ

せ
た
体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
等
、
地
域

の
産
業
を
活
性
化
す
る
活
動
と
地
域
で
の

人
望
の
厚
さ
・
貢
献
度
が
評
価
さ
れ
た
。

中
部
酪
農
青
年
女
性
会
議

三
重
県
　
三
重
県
酪
農
女
性
会
議

鈴
木　

真
子
さ
ん

あ
り
が
と
う

県
庁
所
在
地
の
津
市
の
住
宅
地
で
営
農

を
さ
れ
て
い
る
鈴
木
牧
場
。
真
子
さ
ん

は
、
祖
父
母
の
入
退
院
を
き
っ
か
け
に
本

格
的
に
牛
舎
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な

り
、
酪
農
の
厳
し
さ
を
改
め
て
実
感
さ
れ

た
。
ま
た
、
牛
群
検
定
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

通
じ
て
、
先
輩
酪
農
家
や
地
域
の
方
と
の

つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
家
族
と
の
つ
な

意見・体験発表者一覧（発表順）

発　表　者　名
（所属会議名）

題　　　　　名

1 山下　敏子さん
（西日本酪農青年女性会議：鳥取県）

がんじょしてみょいや～満天の星
空の下 私らしく～

2 鈴木　真子さん
（中部酪農青年女性会議：三重県）

ありがとう

3 加藤　教昭さん
（九州酪農青年女性会議：宮崎県）

未来永劫のかけ橋

4 中村　由美子さん
（北海道酪農青年女性会議）

女もすなる酪農経営～仲間と学び 
情報共有で家族力 UP ～

5 石川　文子さん
（関東甲信越酪農青年女性会議：栃木県）

憧れの”うしやさん”になりました！

6 小笠原　幸子さん
（東北酪農青年婦人会議：岩手県）

愛ターン酪農

2012・6  ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION　4



東
北
酪
農
青
年
婦
人
会
議

岩
手
県
　
岩
中
酪
青
年
婦
人
会
議

　

小
笠
原　

幸
子
さ
ん

愛
タ
ー
ン
酪
農

農
業
と
は
縁
の
な
い
世
界
か
ら
、ご
主

人
の
人
柄
に
惹
か
れ
、農
家
に
嫁
ぎ
、本
来

の
動
物
好
き
か
ら
、い
つ
し
か
牛
に
接
す
る

よ
う
に
な
り
、家
族
の
あ
り
が
た
さ
や
、酪

農
か
ら
得
る
喜
び
を
、地
域
活
動
へ
と
徐
々

に
活
動
範
囲
を
広
げ
、今
後
も
そ
れ
を
充

実
し
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る
。会
場
の

皆
の
共
感
を
得
た
良
い
発
表
で
あ
っ
た
。

関
東
甲
信
越
酪
農
青
年
女
性
会
議

栃
木
県
　
栃
木
県
酪
農
青
年
女
性
会
議

石
川　

文
子
さ
ん

憧
れ
の
”
う
し
や
さ
ん
”
に
な
り
ま

し
た
！

非
農
家
よ
り
嫁
い
だ
が
「
酪
農
が
・
牛

が
好
き
だ
！
」
と
い
う
強
い
思
い
が
感
じ

ら
れ
る
こ
と
。
結
婚
前
か
ら
地
域
の
酪
農

に
携
わ
る
女
性
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
を
立
ち

上
げ
、
現
在
も
酪
農
に
関
す
る
勉
強
会
を

継
続
し
て
い
る
こ
と
。
今
後
は
消
費
者
の

方
に
酪
農
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
地

域
活
動
を
展
開
し
た
い
と
熱
く
活
動
を

語
っ
た
、
夢
を
追
い
か
け
る
情
熱
が
評
価

さ
れ
た
。

が
り
や
酪
農
を
出
来
る
こ
と
に
感
謝
を
忘

れ
な
い
心
等
が
、
酪
友
に
希
望
を
与
え
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

九
州
酪
農
青
年
女
性
会
議

宮
崎
県
　
宮
崎
県
酪
農
青
年
女
性
連
絡
協
議
会

加
藤　

教
昭
さ
ん

未
来
永
劫
の
か
け
橋

酪
農
家
が
減
少
し
、
自
分
た
ち
の
存
在

が
市
民
か
ら
薄
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

冷
静
、
客
観
的
に
と
ら
え
、
地
元
協
議
会

と
し
て
何
が
で
き
る
か
酪
農
家
同
士
で
話

し
合
い
、
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
を
企
画
立

案
し
実
践
し
た
こ
と
や
平
日
の
授
業
中
に

子
供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
実
現
さ
せ
た

こ
と
、
更
に
は
今
後
の
目
標
が
具
体
性
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
。

北
海
道
酪
農
青
年
女
性
会
議

中
村　

由
美
子
さ
ん

女
も
す
な
る
酪
農
経
営

～
仲
間
と
学
び 

情
報
共
有
で

家
族
力
Ｕ
Ｐ
～

ご
主
人
が
病
気
で
入
院
さ
れ
た
り
、
多

額
の
負
債
を
抱
い
た
り
と
、
大
変
な
ご
苦

労
を
さ
れ
た
。
そ
ん
な
中
で
経
営
を
引
き

継
ぎ
、
女
性
ら
し
い
き
め
細
や
か
な
内
容

で
経
営
を
見
直
し
、
女
性
で
も
立
派
に
経

営
で
き
る
と
証
明
し
て
お
ら
れ
る
。
仲
間

と
学
び
、
地
域
貢
献
に
も
積
極
的
で
あ

り
、
市
民
に
応
援
さ
れ
る
牧
場
に
し
た
い

と
目
標
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

　　        全国酪農青年女性酪農発表大会 発表者決定!!第41回
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４月25日、都内随所にて
TPP交渉参加反対集会

開催される
４
月
25
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
を
訴
え

る
三
つ
の
集
会
が
続
け
て
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
約
２
０
０
人
の
酪
農
家
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
全
酪
連
か
ら
も
50
人
が
、
こ
れ

ら
の
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
午
後
一
時
よ
り
、
全
中
、
中
央
酪
農

会
議
等
８
団
体
の
主
催
に
よ
り
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら

日
本
の
食
と
暮
ら
し
・
い
の
ち
を
守
り
交
渉
参

加
表
明
を
阻
止
す
る
国
民
集
会
」
が
、
参
加
者

約
４
，０
０
０
人
を
集
め
て
東
京
の
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
中
萬
歳
会

長
の
冒
頭
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
農
林
漁
業
関
係

者
や
学
識
経
験
者
の
方
々
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
反
対
の
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
続
い
て
与

野
党
の
代
表
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
の
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
、
参
加
者
一
同
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
集
会
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

全
酪
連
砂
金
会
長
も
中
央
酪
農
会
議
副
会
長
と

し
て
登
壇
し
ま
し
た
。
集
会
終
了
後
、
農
水
省

や
経
産
省
前
、
首
相
官
邸
、
国
会
議
事
堂
前

を
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
を
訴
え
て
の
デ
モ

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
午
後
３
時
30
分
よ
り
東
京
の
富
国
生

命
ビ
ル
に
お
い
て
、
日
本
の
畜
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
主
催
に
よ
り
、
全
国
の
酪
農
・
畜
産
関
係
者

約
４
０
０
人
が
集
ま
っ
て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対

全
国
畜
産
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
酪

農
政
治
連
盟
の
佐
々
木
勲
委
員
長
他
、
各
畜
産

団
体
代
表
者
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続
い
て

民
主
党
・
山
田
正
彦
衆
議
院
議
員
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

慎
重
に
考
え
る
会
会
長
）、
自
民
党
・
森
山
裕

衆
議
院
議
員
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
即
時
撤
回
を
求

め
る
会
会
長
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
与
野
党
国

会
議
員
よ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
向
け

た
強
い
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
日
午
後
５
時
30
分
よ
り
、Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
考
え
る
国
民
会
議
主
催
に
よ
り
、日
比
谷
野

外
音
楽
堂
に
て
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
！ 

１
万

人
キ
ャ
ン
ド
ル
集
会
」
が
、小
雨
の
降
り
し
き

る
中
で
開
催
さ
れ
、農
業
関
係
者
だ
け
で
な
く

医
療
関
係
者
や
市
民
団
体
等
、
約
５
，０
０
０

▲ �「TPPから日本の食と暮らし・いのちを守り交渉参加表明を
阻止する国民集会」

日本の畜産ネットワーク主催 ▶
 「TPP断固反対全国畜産集会」 　

▲ ��「TPP断固反対全国畜産集会」
　 �挨拶する日本酪農政治連盟の
　 �佐々木勲委員長

◀ 「STOP TPP! １万人キャンドル集会」で 
 　銀座をデモ行進 　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。主
催
者
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、国
内
の
有
識

者
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
反
対
意
見
が
熱
心
に

語
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、日
比
谷
公
園
か
ら
銀

座
を
経
由
し
て
東
京
駅
ま
で
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反

対
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
唱
え
な
が
ら
、キ
ャ

ン
ド
ル
を
片
手
に
夜
の
街
の
デ
モ
行
進
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し

て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
全
酪
連
と
し
て
は
今
後
と
も
他
農
業
団
体

と
も
協
調
し
な
が
ら
各
方
面
に
働
き
か
け
、
断

固
反
対
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
き
ま
す
。



日
本
酪
農
政
治
連
盟
が

平
野
復
興
大
臣
に

原
発
事
故
に
伴
う
酪
農
被
害
に

関
す
る
要
請
を
行
う

４
月
26
日
㈭
に
日
本
酪
農
政
治
連
盟

佐
々
木
勲
委
員
長
と
砂
金
甚
太
郎
常
任
顧

問
（
全
酪
連
代
表
理
事
会
長
）
は
復
興
庁

を
訪
問
し
、
平
野
達
夫
復
興
大
臣
に
対
し

て
東
京
電
力
㈱
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故

に
伴
う
酪
農
被
害
の
現
況
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
国
に
対
し
て
次
の
４
点
の
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

⑴
県
及
び
市
町
村
と
連
携
し
て
、
速
や

か
に
除
染
と
汚
染
牧
草
の
処
理
を
進
め
る

こ
と
。
⑵
代
替
飼
料
の
確
保
と
費
用
負
担

を
除
染
が
終
了
す
る
ま
で
行
う
こ
と
。
⑶

酪
農
家
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
（
牧
草
の

代
替
）
に
必
要
な
機
械
の
購
入
を
助
成
す

る
こ
と
。
⑷
食
品
の
放
射
性
物
質
の
新
基

準
を
設
け
た
科
学
的
根
拠
や
食
品
の
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
消
費
者
へ
一

層
啓
蒙
し
、
理
解
不
足
や
誤
解
を
根
絶
さ

せ
る
こ
と
。

こ
れ
に
対
し
て
平
野
大
臣
よ
り
原
発
事

故
に
伴
う
酪
農
被
害
へ
の
対
策
は
復
興
庁

▲ 左から砂金常任顧問（全酪連会長）、佐々木委員長、平野復興大臣

に
と
っ
て
も
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
要

請
に
つ
い
て
は
実
現
に
向
け
て
前
向
き
に

検
討
し
た
い
と
の
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。
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栄
え
あ
る 

春
の

　
　   

叙
勲 

褒
章

政
府
は
5
月
初
旬
、
春
の
叙
勲･

褒
章
受
章
者
を
発
表
し
ま

し
た
。

全
酪
連
関
係
者
か
ら
は
、
次
の
方
が
受
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し

た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
益
々
の

ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

丸ま
る

尾お

　
建た

て

城き 

氏

　
　
　
　

　
　

現　

西
播
酪
農
農
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合
長

　
　

現　

兵
庫
県
酪
農
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

理
事

●
黄
綬
褒
章
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静岡県の浜名酪農業協同組合小笠支所の久保田　志保
さんにお話を伺いました。

─
結
婚
当
時
の
酪
農
に
対
す
る
思
い
・

苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

結
婚
当
時
と
い
う
こ
と
で
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
。
実
家
が
酪
農
家
で
あ
る
た
め
、

大
き
な
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
、
同
じ
静
岡
県
で
も
地
元
を
離
れ
、
地

域
に
慣
れ
る
ま
で
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

─
結
婚
ま
で
の
経
緯
・
決
め
手
と
な
っ

た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
の
実
家
が
静
岡
県
函
南
町
で
営
農
し

て
お
り
、
主
人
が
研
修
に
来
た
の
が
最
初

の
出
会
い
で
す
。
そ
の
後
、
主
人
が
本
格

的
に
実
家
の
牧
場
に
就
職
し
た
こ
と
が
一

番
大
き
な
き
っ
か
け
で
す
。

私
は
英
語
が
好
き
で
以
前
に
カ
ナ
ダ
の

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
２
年
ほ
ど
暮
ら
し
て
お

り
、
英
語
が
身
近
に
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
更
に
酪
農
を
勉
強
し
た
い
と
い
う

主
人
の
意
欲
に
心
打
た
れ
、
私
が
英
語
を

教
え
た
と
こ
ろ
か
ら
付
き
合
い
が
始
ま
り
、

主
人
の
人
柄
に
惹
か
れ
結
婚
を
決
意
し
ま

し
た
。

─
久
保
田
牧
場
の
概
要
と
「
志
保
さ

ん
」
の
役
割
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
の
牧
場
は
、
静
岡
県
掛
川
市
に
あ
り

ま
す
。
所
属
農
協
は
浜
名
酪
農
業
協
同

組
合
小
笠
支
所
で
す
。
お
茶
の
産
地
と
し

て
有
名
な
牧
の
原
台
地
に
程
近
く
、
小
笠

支
所
管
内
の
地
域
で
23
戸
の
酪
農
家
が
営

農
し
て
い
ま
す
。
搾
乳
頭
数
は
74
頭
、
育

成
牛
65
頭
、
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
自
給

飼
料
は
年
間
給
与
で
き
る
だ
け
の
圃
場
を

持
っ
て
お
り
、
種
類
は
「
ソ
ル
ガ
ム
（
Ｂ

Ｍ
Ｒ
）」「
イ
タ
リ
ア
ン
」「
え
ん
麦
」「
ひ

え
」
と
４
種
類
を
給
与
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
購
入
粗
飼
料
の
軽
減
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

家
族
は
、
お
父
さ
ん
（
孝
さ
ん
）、
お

母
さ
ん
（
道
枝
さ
ん
）、
主
人
（
豊
さ
ん
）、

私
（
志
保
さ
ん
）、
長
女
（
仁
菜
ち
ゃ
ん
：

５
歳
）、
長
男
（
平
く
ん
：
２
歳
）、
そ
し

て
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

主
人
は
酪
農
営
農
に
関
わ
る
全
て
の

仕
事
を
し
て
お
り
、
お
父
さ
ん
が
草
地
全

般
の
担
当
、
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
の
弟

（
智
さ
ん
）
で
牛
舎
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
子
育
て
中
の
た
め
、
経
理

面
で
主
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

が
語
る

嫁

8

浜名酪農業協同組合小笠支所　久保田 志保さん6月の嫁

地域に根づいた酪農を

酪
農
の
魅
力

婿

平くん

◀ 

仁
菜
ち
ゃ
ん
と
平
く
ん
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を
見
る
こ
と
で
命
の
尊
さ
を
学
べ
る
こ
と

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

─
今
後
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

子
供
た
ち
が
酪
農
を
継
い
で
く
れ
て
、

一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
は
、
家
族
元
気
で
あ
れ
ば
十
分

な
の
で
す
が
、
今
後
も
、
夫
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
域
に
は
、
稲
作
、
お
茶
、
野
菜
、

と
様
々
な
農
業
の
形
態
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
主
人
に
は
、
色
々
な
農
業
と
の

関
わ
り
を
も
っ
て
、
営
農
し
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
酪
農
は
身
近
に
あ
っ
て
、

牛
が
い
る
生
活
が
当
た
り
前
に
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
両
親
が
揃
っ
て
牛
舎
仕
事
を

行
う
た
め
、
小
さ
い
頃
は
寂
し
か
っ
た
で

す
。で

も
、
小
学
生
く
ら
い
に
な
る
と
、
友

達
が
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
、
実
家
が

遊
び
場
に
な
り
、
私
自
身
も
子
牛
に
ミ
ル

ク
を
あ
げ
た
り
、
牛
舎
仕
事
を
手
伝
う
よ

う
に
な
る
、
と
ち
ょ
っ
と
し
た
誇
り
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
で
島
根
県
の
高
校
生
が
毎

年
実
習
に
入
る
た
め
、
お
姉
さ
ん
た
ち
と

遊
ぶ
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

子
供
た
ち
に
は
、
動
物
と
ふ
れ
あ
う
場

と
し
て
、
友
達
を
牧
場
に
連
れ
て
き
て
も

ら
う
等
、
私
と
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て

も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

─
今
思
う
酪
農
の
魅
力
と
は
？

家
族
が
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
気
持
ち

が
一
つ
に
な
れ
る
と
い
う
職
業
が
酪
農
だ

と
思
い
ま
す
。

家
と
牛
舎
の
距
離
が
近
い
た
め
、
子
供

た
ち
と
も
接
す
る
時
間
が
長
く
持
て
、
子

供
に
親
が
働
い
て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
私
自
身
も
そ
う
で
し
た

が
、
親
が
働
い
て
い
る
姿
を
見
る
の
は
、

子
供
に
い
い
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。
動
物

と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
分
娩
や
事
故

久保田さんご一家

牛舎



４月28日㈯に本宮市 福島県家畜市場にて、福
島県酪農青年研究連盟主催（福島県ホルスタイン改
良同志会共催、福島県後援）による「第43回福島
県ホルスタインショー」が２年ぶりに開催され、福
島県の酪農復興の大会として、復興の大きな第一歩
を県内各地より多くの優秀牛とともに、開催の喜び
を分かち合う大会となりました。

今回の審査委員長に福島県農業センター畜産研究
所長 遠藤孝悦氏、審査員にオールジャパンブリー
ダーズサービス㈱指導部長 高橋忠司氏をお迎えし、
厳正なる審査を行って頂きました。

また、泉崎村の木目澤初実さんと本宮市の渡辺美
咲さんのお二人をデーリィープリンセスとして、復
興の大会に華を添えて頂きました。

出品区分を７部制にて開催された今回の大会で
は、県内各地より51頭が出品され、ホルスタイン
種牛の改良促進に必要な飼育管理と乳牛に関する知
識の普及啓蒙を図り、酪農経営の合理化に寄与する
ことを目的に開催し、震災後、大勢の方が参加する
行事となったため、会員同士、仲間同士が久しぶり
に再会する場、語り合う場となり、終日活気にあふ
れる大会となりました。

子ども達を対象にジュニアショーを行い、自分よ
り体の大きい乳牛を一生懸命に引きながら、将来の
逞しい酪農家への期待を思わせる９名の子ども達が
元気に参加致しました。

審査の結果、グランドチャンピオンには、経産牛
の部　飯舘村　長谷川義宗さん出品の「ロングリ

バー ウエデイング メモリー ダーハム 号」（現所有 
石川町 小豆畑正一さん）、未経産牛の部 郡山市 郡
山市観光交流振興公社さん出品の「コムスター ナ
デシコ ジヤパン 号」、ジュニアショーでは、西郷
村 小沢耕心くん（小５）が受賞しました。

この大会を通して、福島の酪農復興への大きな第
一歩を酪青連が中心となり開催し、皆様のご協力の
もと無事に終えることができましたことに対し感謝
申し上げます。

そして、昨年、様々なご支援を頂きました皆様に、
「ふくしまの酪農負けねえぞ!!」のとおり、ふくしま
の酪農の復興へ向けて、頑張っている姿を全国の酪
友へ発信!!して参りたいと思います。

（W.H）

福島県酪協より

福島の酪農復興に大きな第一歩!!
第43回福島県ホルスタインショー開催!!
開催の喜びを分かち合う大会となりました!! グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

経
産
牛
の
部
　
ロ
ン
グ
リ
バ
ー 

ウ
エ
デ
イ
ン
グ 

メ
モ
リ
ー 

ダ
ー
ハ
ム 

号

飯
舘
村
　
長
谷
川 

義
宗 

氏
（
現
所
有 

石
川
町 

小
豆
畑 

正
一 

氏
）

未
経
産
牛
の
部
　
コ
ム
ス
タ
ー 

ナ
デ
シ
コ 

ジ
ヤ
パ
ン 

号

郡
山
市
　
郡
山
市
観
光
交
流
振
興
公
社

▲ 集合写真

▲ 審査の様子

▲ 入賞リボン贈呈
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平成24年度開園式が開催される！
─ ミルクファーム蔵王「ふれあい広場」 ─

４月26日㈭ミルクファー
ム蔵王ふれあい広場の平成
24年度開園式が開催され
ました。

昨年の開園式は、東日本
大震災と福島第一原発事故
の影響により1 ヶ月ほど
遅れてしまいましたが、今
年は例年通りゴールデン
ウィーク前に開くことが出
来ました。

当日、仙台市内は朝から
の小雨で肌寒い生憎の天
気、さらには遠刈田温泉付
近から前が見えないほどの
濃霧となりましたが、開始の午前11：00には小雨
も止み霧も薄くなり無事に開園式がとり行われまし
た。

主催者として、みやぎの酪農農業協同組合の濱田
茂代表理事組合長と㈱ミルクファーム蔵王の小峯誠
代表取締役社長の挨拶の後、来賓としてご出席頂い
た宮城県農林水産部畜産課の菊田正信課長からご祝
辞を頂きました。それぞれ風評被害や牧草の給与自
粛と代替飼料給与の取組み等、この一年の苦しみを
今後の酪農復興につなげる強い意志を感じさせて頂
きました

その後、主催者・来賓等でテープカットを行い、
開園式を終了しました。

引き続き、懇親会場に場所を移し、弊支所の瀬川
浩吉支所長の発声により、ミルクで乾杯し懇親会に

入りました。
ご出席の皆様方からは、これからの除染への取組

みや、４月から施行された放射性セシウムの新基準
値、幼稚園や小学校の牛乳自粛等の話題が多く、放
射性物質に対する不安が強いことを改めて感じまし
た。

また、東北地域では軒並み観光客が大幅減少して
おり、蔵王においても大型観光バスもめっきり減っ
ております。

新緑の季節を迎えゴールデンウィークにはエコー
ラインも開通し、蔵王の観光名所であり「お釜」へ
も行けるようになりました。

全国の酪農家、並びに酪農関係者の皆様、東北に
お越しの際は是非とも蔵王へ足を伸ばしていただ
き、ふれあい広場への来園を心よりお待ちいたして
おります。　　　　　　　　　　　　　　  （T.S）

仙 台

支所発

▲ 濱田組合長 ▲ 小峯社長

▲ テープカット

▲ 蔵王　お釜

11　ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION  2012・6



第41回中部酪農青年酪農発表大会開催

４月11日㈬〜 12日
㈭、石川県加賀市「ゆ
のくに天祥」において、

「第41回中部酪農青年
女性酪農発表大会」が
開催されました。

昨年、東日本大震災
の影響により中止となっ
た今大会には、開催を
待ち望んでいた参加者
129名の参加をいただ
きました。

大会は、主催者の中
部酪農青年女性会議 大
井幸男委員長の挨拶に
続き、来賓の北陸農政
局生産部 加藤亮一次長、石川県農林水産部 大屋俊
英次長、石川県酪農業協同組合 谷内紀明代表理事
組合長からご挨拶をいただきました。

今大会の発表者は、経営発表の部が落合一彦さん
（浜名酪農業協同組合）、澤田真さん（石川県酪農業
協同組合）、伴奈生子さん（愛知県酪農農業協同組
合）の３名、意見・体験発表の部は、大谷薫江さん

（石川県酪農業協同組合）、下堂前まさるさん（岐阜
県酪農農業協同組合連合会管内　古川酪農農業協同
組合）、鈴木真子さん（三重県酪農業協同組合連合
会　中勢酪農業協同組合）の３名となりました。

経営発表の部では、審査委員長を務めていただい
た北陸農政局生産部 岡野博畜産課長より「平成18
年度の減産計画に伴う収入の減少への対策として、

和牛子牛の生産に取り組み、市場の視察や肥育農家
の見学、ETの受胎率向上に向けた試行錯誤を経て、
トップセールスを出すまでに至っており、この『和
牛子牛の生産及び販売』が収入の増加をもたらす
だけでなく、『出荷乳量の増加』と『施設の充実』に
もつながり、一石三鳥の結果につながっていること、
地域活動については、地域限定牛乳の立ち上げに
係わる等、消費者との交流を重要視しており、牛乳
の消費拡大にも一役買っていることが高く評価され
た」と審査講評があり、愛知県の伴奈生子さんが北
陸農政局長賞を受賞されました。

意見・体験発表の部では、審査委員長を務められ
た中部酪農青年女性会議　江尻久子顧問より「祖父
母の入退院をきっかけに本格的に牛舎仕事を手伝い
ようになり、酪農の厳しさを実感され、また、牛群

検定の検定員として、先輩酪農家や地域の
方とのつながりを大事にし、それを肌で感
じることで勉強されており、また、家族と
のつながりや日々、酪農を出来ることに感
謝を忘れない心等が評価された」と審査講
評があり、三重県の鈴木真子さんが北陸農
政局長賞を受賞されました。

なお、伴さん、鈴木さんは７月12日㈭〜
13日㈮に神戸市で開催される「第41回全
国酪農青年女性酪農発表大会」に中部酪農
青年女性会議代表として参加していただき
ます。

名古屋

支所発

▲ 岡野審査委員長

▲ 大井委員長

▲ 発表者のみなさん

▲ 北陸農政局生産部加藤次長
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最優秀賞に徳島県の江本さん（経営）、鳥取県の山下さん（意見・体験）
─ 西日本酪農青年女性会議 酪農発表大会 ─

４月26日㈭〜27日
㈮、西日本酪農青年女性
会議（二若信彦委員長）
主催の第43回酪農発表
大会が徳島グランヴィ
リオホテル（徳島県徳島
市）で開催され、近畿・
中国・四国各府県より約
160名に参加いただき
ました。

大会は、二若委員長に
よる開会挨拶で開幕し、
来賓の平尾正倫氏（中国
四国農政局生産部畜産課
長）、安芸通彦氏（徳島
県農林水産部ブランド戦
略総局長）、山下信良氏（徳島県酪農業協同組合 
代表理事組合長）から祝辞が述べられました。

今大会には、経営部門に江本洋子さん（徳島県酪
農青年女性会議）、門山茂樹さん（愛媛県酪農経営
者協議会）、山中誠さん（おかやま酪農業協同組合 
青年部）の３名、意見・体験発表部門に近成孝子さ
ん（おかやま酪農業協同組合 女性部）、山下敏子
さん（大山乳業農協 酪農女性部）、村上庸敬さん
（JA兵庫六甲 酪農青年部）の３名と、計６名の発
表者により、これまでの酪農経営や体験の成果が発
表されました。

審査の結果、経営部門の中国四国農政局長賞（最
優秀賞）に、「持続性のある牛づくりを目指して　
～仲間とともに達成した１万㎏牛群～」と題して発
表された徳島県の江本洋子さんが選出されました。
夫婦で参加した酪農家同士の勉強会が転機となり、

情報交換等地道な努力を続けて、経産牛１頭当たり
乳量は１万㎏を維持しています。また、牛床マット
の設置や暑熱対策の充実によるカウコンフォートの
実践、資源循環型の酪農経営、生産原価・所得率等
の優れた経営指標等が高く評価されました。

意見・体験部門の最優秀賞には、「がんじょして
みょいや　～満天の星空の下　私らしく」と題して
発表された鳥取県の山下敏子さんが選出されまし
た。山下さんは、31年前に神奈川県から嫁いで来ら
れ、「自分でやれるところは全て自分でする」を実践
されて頑張ってこられました。酪農教育ファームや
ファシリテーターとして牧場体験・食育活動や農業と
漁業がコラボレーションした自然豊かな大山町の体
験ツアーを企画する等地域の産業を活性化する活動
と地域での人望の厚さ・貢献度が評価されました。

大会終了後の懇親会は徳島県酪協・山下組合長の
ご挨拶と牛乳による乾杯により開幕し、抽選会や県
別対抗歌合戦等のアトラクションで大変盛り上がり
ました。地元の阿波踊りも披露され、会場はさらに
賑わい盛況な懇親会となりました。

	 （H.M）

大 阪

支所発

▲ 山下組合長

▲ 二若委員長

▲ 会場の様子

▶ 

発
表
者
の
皆
さ
ん
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第41回九州酪農青年女性会議 
酪農発表大会開催される

九州酪農青年女性会議（結城五子委員長）主催の
「第41回九州酪農青年女性酪農発表大会」が５月
16㈬〜17日㈭、鹿児島市「城山観光ホテル」で
開催されました。今大会は口蹄疫や東日本大震災の
影響により３年ぶりの開催となりましたが、当日は
九州、沖縄各県より約270名の酪友の皆さんに参
加を頂きました。

開会は、結城委員長による主催者挨拶の後、来賓
の九州農政局生産部畜産課長の西元 薫氏、鹿児島
県農政部畜産課長の大田 均氏、鹿児島県酪農業協
同組合 代表理事組合長の南原 需氏から祝辞が述べ
られました。

今大会では、経営部門に米替貴春さん（ふくおか
県酪農青年女性会議）、柿元勇司さん（鹿児島県酪
農青壮年会議）、立作浩一さん（熊本県酪農青壮年
部協議会）の３名、意見・体験発表部門に横尾里幸
さん（佐賀県酪農婦人部連絡協議会）、内サダ子さ
ん（鹿児島県酪農女性部）、加藤教昭さん（宮崎県
酪農青年女性連絡協議会）、田中さとみさん（長崎
県酪農青年女性会議）、白鳥秀樹さん（大分県酪農
青年女性会議）、野村康生さん（熊本県酪農青壮年
部協議会）、栗山里美さん（ふくおか県酪農青年女
性会議）、山田政彦さん（沖縄県酪農青年部連絡協
議会）の８名。計11名の発表者により発表が行わ
れました。

大会１日目終了後の
懇親会は九州農政局西
元課長の発声により牛
乳による乾杯で幕を開
け、鹿児島県の伝統芸
能である「霧島九面太
鼓」、九州酪農青年女
性会議 竹内監事、鳩野
委員によるハーモニカ
演奏、鹿児島県酪農青
年女性部による「小原
節」が披露され会場は大
いに盛り上りました。

大会２日目には審査講評と褒章授与が行われま
した。

経営部門の九州農政局長賞（最優秀賞）には、
「歩みを止めず、すぐさま行動を」と題して発表を
された、熊本県の立作浩一さんが選出されました。
高い粗飼料自給率を実現すると共に、未経産牛の９
割に性判別精液を活用し余剰の後継牛が出るように
なり、余った後継牛は夏の需要期に搾乳し牛群検定
結果を備えた搾乳牛として販売、年間を通じた収入
安定に役立てていること、交配プログラムを利用し
た牛群改良に取り組み、泌乳持続性の高い後継牛づ
くりを実践されていること、また地元組合の青年部
長を務め、地域活動を行うだけではなく、農業体験
等を自主的に実施し消費者との交流を進めている点
が高く評価されました。

意見・体験部門の最優秀賞には、「未来永劫の架
け橋」と題して発表された、宮崎県の加藤教昭さん
が選出されました。酪農家が減少し、自分たちの存

在が市民から薄くなりつつあることを冷
静、客観的にとらえ、地元の小学校での
モーモースクールを企画、立案し実践し
たことや、平日の授業中に子供たちとの
ふれあいを実現させたこと、更には今後
の目標が具体性を持っていることが評価
されました。

尚、立作さん、加藤さんは７月12日㈭
〜 13日㈮に神戸市で開催される第41回
全国酪農青年女性酪農発表大会に九州代
表として出場されます。　　　　　 （K.T）

福 岡

支所発

▲ 南原組合長

▲ 結城委員長

▲
▶ 

質
疑
応
答
の
様
子
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都市化の波に負けないぞ！
自給飼料を活用した酪農経営

地
域
の
紹
介

今
回
紹
介
し
ま
す
井
上
牧
場
は
、
埼
玉

県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
日
高
市
に
て
酪

農
を
営
ん
で
い
ま
す
。
日
高
市
の
総
面
積

は
４
７・
４
８
㎢
で
首
都
40
㎞
圏
内
に
あ

り
、東
西
約
１
１・
１
㎞
、
南
北
約
６
㎞
と

ほ
ぼ
矩
形
（
長
方
形
）
を
な
し
て
い
ま
す
。

東
部
は
な
だ
ら
か
な
入
間
台
地
で
武
蔵
野

の
面
影
が
色
濃
く
残
る
市
街
地
と
な
っ
て

お
り
、西
部
に
は
秩
父
山
地
と
高
麗
丘
陵
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
高
市
の
東
側
に
は

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）

が
走
り
、鉄
道
は
Ｊ
Ｒ
八
高
線
と
Ｊ
Ｒ
川

越
線
、西
武
池
袋
線
が
乗
り
入
れ
る
等
、交

通
ア
ク
セ
ス
が
旺
盛
の
た
め
、近
年
は
目
覚

し
い
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、人
口
は
５
７
，

２
６
６
人
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
参
考
：
昭
和
55
年
の

人
口
は
４
３
，２
１
９
人
）

牧
場
の
歴
史

牧
場
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
廣
喜
さ
ん

の
お
父
さ
ん
が
東
京
都
福
生
市
に
て
乳
牛

２
頭
飼
養
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。そ
の
後

徐
々
に
増
頭
し

て
飼
養
頭
数
20

頭
ま
で
拡
大
し
、

廣
喜
さ
ん
は
高

校
卒
業
と
同
時

に
就
農
し
ま
し

た
。し
か
し
、
牛

舎
周
辺
地
域
が

▲ 井上さん親子（左から、直樹さん、孝子さん、廣喜さん）

都
市
化
さ
れ
て
経
営
し
づ
ら
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、昭
和
43
年
に
埼
玉
県
日
高
市
に

移
転
し
、そ
れ
に
伴
い
32
頭
の
対
尻
式
牛

舎
を
建
築
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、昭
和
50

年
に
は
鉄
骨
の
育
成
舎
を
建
設
、昭
和
58

年
に
は
対
尻
式
牛
舎
を
増
築
し
、現
在
の

43
頭
牛
舎
に
な
っ
て
い
ま
す
。
廣
喜
さ
ん

は
昭
和
51
年
に
日
高
市
で
酪
農
を
営
ん
で

い
た
同
じ
苗
字
の
孝
子
さ
ん
と
ご
結
婚
さ

れ
、昭
和
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年
に
は
長
男
（
直
樹
さ
ん
）
が

誕
生
し
ま
し
た
。
直
樹
さ
ん
は
平
成
12
年

に
埼
玉
県
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、２
年

間
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
て
、Ｆ
Ｓ
牛
舎
で

１
２
０
頭
搾
乳
し
て
い
る
牧
場
へ
留
学
し
、

平
成
14
年
に
帰
国
す
る
と
同
時
に
３
代
目

と
し
て
就
農
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、井
上
牧
場
は
埼
玉
県
深
谷
市
に

所
在
す
る
埼
玉
酪
農
業
協
同
組
合（
木

本
栄
一
代
表
理
事
組
合
長
、以
下
略
称
：

埼
玉
酪
農
）の
組
合
員
で
す
。埼
玉
酪
農

の
酪
農
家
戸
数
は
１
０
０
戸（
平
成
24

年
４
月
１
日
現
在
）、平
成
23
年
度
生
乳

対尻式牛舎飼槽
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は
１
万
以
下
で
し
た
。体
細
胞
数
は
夏
季
の

猛
暑
の
影
響
等
を
受
け
て
苦
戦
し
て
い
る

た
め
、改
善
に
向
け
て
乳
房
炎
の
早
期
発

見・早
期
治
療
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

住
宅
地
に
囲
ま
れ
て
も
自
給
率
向

上
を
目
指
す
！

日
高
市
の
人
口
増
加
に
よ
り
牛
舎
周
辺

環
境
は
こ
こ
数
年
で
大
き
く
様
変
わ
り
し

て
住
宅
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、宅
地
化
の
波
に
も
め
げ
る
こ
と
な
く
約

８
ha
に
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
作
付
け
し
、サ
イ

レ
ー
ジ
調
整
を
し
て
通
年
給
与
し
て
い
ま

す
。
平
成
16
年
に
は
埼
玉
県
で
初
め
て
細

断
型
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
、
ラ
ッ

ピ
ン
グ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
サ
イ

ロ
に
サ
イ
ロ
詰
め
し
て
い
た
た
め
、
カ
ビ

の
発
生
や
二
次
発
酵
に
よ
り
廃
棄
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
く
、
生
産
過
程
の
ロ
ス
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、ロ
ー
ル

生
産
量
は
２
３
，８
３
６
，０
６
５
㎏
で

し
た
。

牧
場
概
況

井
上
牧
場
の
家
族
構
成
は
、
経
営
主
の

廣
喜
さ
ん
（
64
歳
）
と
奥
さ
ん
の
孝
子
さ

ん
（
57
歳
）、後
継
者
の
直
樹
さ
ん
（
32
歳
）

と
廣
喜
さ
ん
の
お
母
さ
ん
で
あ
る
ヨ
シ
さ

ん
（
84
歳
）
の
４
人
で
す
。
他
に
愛
犬
７

匹
と
愛
猫
10
匹
に
囲
ま
れ
生
活
さ
れ
て
い

ま
す
。
直
樹
さ
ん
に
は
お
姉
さ
ん
と
妹
さ

ん
が
い
ま
す
が
、
お
二
人
と
も
す
で
に
実

家
を
離
れ
て
生
活
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

現
在
の
牧
場
概
況
は
、経
産
牛
頭
数
60

頭
・
育
成
牛
25
頭
で
す
が
、育
成
牛
の
う
ち

20
頭
は
埼
玉
県
が
運
営
し
て
い
る
秩
父
高

原
牧
場
へ
預
託
し
て
い
ま
す
。
秩
父
高
原

牧
場
へ
は
生
後
６
ヶ
月
で
上
牧
し
、生
後
12

〜
13
ヶ
月
に
授
精
を
し
て
も
ら
い
、分
娩
前

２
ヶ
月
で
下
牧
し
て
き
ま
す
。
現
在
の
搾

乳
牛
の
う
ち
２
割
程
度
は
北
海
道
か
ら
の

導
入
や
地
元
で
廃
業
し
た
農
家
か
ら
導
入

し
た
牛
も
い
ま
す
が
、自
家
育
成
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。
授
精
は
地
元
の
開
業
獣
医

師
へ
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、夏
場
に
分
娩
が

予
定
さ
れ
る
場
合
は
事
故
の
リ
ス
ク
軽
減

す
る
た
め
に
和
牛
精
液
を
授
精
し
、そ
れ
以

外
は
全
て
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
精
液
を
授
精
し

て
い
ま
す
。
稀
に
年
間
を
通
し
て
ホ
ル
オ
ス

ば
か
り
産
ま
れ
て
く
る
年
も
あ
る
よ
う
で
、

そ
の
よ
う
な
時
に
は
年
間
１
～
２
頭
の
ホ
ル

メ
ス
を
ス
モ
ー
ル
で
導
入
す
る
そ
う
で
す
。

ご
家
族
の
役
割
分
担
は
、廣
喜
さ
ん
が

飼
料
作
り
や
給
餌
作
業
、孝
子
さ
ん
が
哺

乳
・
育
成
管
理
・
経
理
を
行
い
、直
樹
さ
ん

が
除
糞
・
堆
肥
出
し
と
飼
料
作
り
、そ
し
て

搾
乳
は
親
子
３
人
で
行
い
ま
す
。
搾
乳
作

業
で
は
元
々
育
成
舎
と
し
て
建
築
し
た
牛

舎
に
も
連
続
水
槽
を
設
置
す
る
等
、改
良

し
て
利
用
し
て
お
り
、現
在
は
約
15
頭
の
経

産
牛
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
は
未

だ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、毎
日
朝
晩
バ
ケ
ッ
ト
搾
乳
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
都
度
対
尻

式
牛
舎
の
バ
ル
ク
ま
で
バ
ケ
ツ
に
入
れ
替

え
て
運
ぶ
必
要
が
あ
り
、大
き
な
労
力
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
尻
式
牛
舎
で
は

廣
喜
さ
ん
と
直
樹
さ
ん
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

ミ
ル
カ
ー
、ユ
ニ
ッ
ト
４
台
を
用
い
て
搾
乳

し
て
い
ま
す
。

現
在
の
飼
料
給
与
メ
ニ
ュ
ー
は
１
日
１

頭
あ
た
り
、デ
ン
ト
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ

15
㎏
、ア
ル
フ
ァ
５
㎏
、チ
モ
シ
ー
５
㎏
と
、

ビ
ー
ル
粕
・
ふ
す
ま
・
大
豆
粕
・
メ
イ
ズ
Ｆ
・

綿
実
・
糖
蜜
を
混
ぜ
た
自
家
配
合
、
お
よ

び
群
馬
県
前
橋
市
の
赤
城
酪
連
に
て
製
造

を
行
っ
て
い
る
個
人
配
合
を
使
用
し
て
い

ま
す
。配
合
飼
料
は
平
成
11
年
に
導
入
し

た
自
動
給
餌
機
を
用
い
て
、泌
乳
ピ
ー
ク
牛

で
は
最
高
で
１
日
６
回
給
餌
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
生
乳
生
産
量
は
４
１
５
，

３
７
２
㎏
で
、乳
成
分
の
平
均
値
は
乳
脂
肪

３・
９
３
％
、無
脂
固
形
分
８・
７
７
％
、乳

蛋
白
３・４
６
％
、体
細
胞
数
33
万
、細
菌
数

飼料タンク ▶

◀ 飼料倉庫

対尻式牛舎

牛舎のすぐ横は住宅地
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ベ
ー
ラ
ー
の
導
入
に
伴
っ
て
、
サ
イ
ロ
詰

め
を
行
う
繁
忙
期
に
は
３
人
必
要
だ
っ
た

労
力
が
２
人
い
れ
ば
間
に
合
う
よ
う
に
な

り
、そ
の
上
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
が
向
上
し

た
た
め
嗜
好
性
が
良
く
な
っ
た
こ
と
で
生

乳
生
産
効
率
も
ア
ッ
プ
し
た
そ
う
で
す
。

住
宅
地
で
酪
農
を
営
む
上
で
最
も
気
を

使
う
の
が
『
臭
い
』
だ
そ
う
で
す
。
こ
の

た
め
堆
肥
作
り
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

平
成
16
年
に
補
助
リ
ー
ス
を
活
用
し
た
強

制
発
酵
堆
肥
舎
を
建
設
し
、水
分
調
整
剤

と
し
て
チ
ッ
プ
状
に
な
っ
た
剪
定
枝
を
混

ぜ
て
、１
日
１
回
と
い
う
少
な
い
切
り
返
し

で
も
優
れ
た
堆
肥
生
産
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
で
、近
隣
住
民
か
ら
苦
情
を
受
け
た
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で
す
。
堆
肥
の

多
く
は
自
家
利
用
し
て
い
ま
す
が
、最
近
は

週
末
に
家
庭
菜
園
を
楽
し
む
住
民
が
増
え

て
き
た
た
め
、
堆
肥
の
一
部
は
袋
詰
め
し

て
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
な
か

な
か
好
評
で
、堆
肥
購
入
の
た
め
に
訪
問
し

た
周
辺
住
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

も
一
役
か
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
昨
今
は
近
隣
地
域
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
不
耕
作
地
の
利
用
に
も
、
積

極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
農

協
が
立
ち
上
げ
た
と
い
う
「
不
耕
作
地
利

用
組
合
」
か
ら
約
２
ha
分
の
デ
ン
ト
コ
ー

ン
サ
イ
レ
ー
ジ
を
購
入
し
て
い
ま
す
。「
不

耕
作
地
利
用
組
合
」
は
地
主
が
集
ま
っ
て

結
成
さ
れ
て
お
り
、
作
付
け
か
ら
刈
り

取
り
、
サ
イ
ロ
詰
め
ま
で
全
て
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
夏
場
の
暑
い
時
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
地
主
が
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ

イ
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
と
て
も
楽
し
そ

う
に
サ
イ
ロ
詰
め
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
、

こ
れ
も
ま
た
地
域
交
流
活
動
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

今
後
の
目
標

今
後
に
つ
い
て
廣
喜
さ
ん
に
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
飼
料
の
高
騰
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
等
、

酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
た
め
、

と
に
か
く
良
い
経
営
状
態
で
息
子
に
移
譲

す
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
直
樹
さ
ん
は
、
米
国
で
研
修
し

た
牧
場
の
よ
う
に
、
規
模
拡
大
を
し
て
Ｆ

Ｓ
牛
舎
で
搾
乳
す
る
と
い
う
夢
も
あ
り
ま

す
が
、
今
は
現
実
に
即
し
て
い
な
い
た
め
、

優
先
順
位
と
し
て
は
個
体
乳
量
ア
ッ
プ
を

第
一
に
掲
げ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
搾
乳
作
業
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
も
対
尻
式
牛
舎
一
本
で
の

搾
乳
を
行
い
、１
頭
１
頭
の
個
体
管
理
を
充

実
さ
せ
、１
頭
あ
た
り
の
年
間
平
均
乳
量

９
，０
０
０
㎏
を
目
標
と
し
て
い
る
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、近
々
に
も
取
り
組
み
た
い
課
題
と

し
て
、
労
働
体
系
の
見
直
し
を
図
っ
て
搾

乳
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
、今
よ
り
酪
農

関
係
者
以
外
と
も
交
流
す
る
時
間
を
多
く

取
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
も
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
因
み
に
、直
樹
さ
ん
は
現
在

『
恋
人
募
集
中
』
だ
そ
う
で
す
（
笑
）

最
後
に

今
回
、井
上
牧
場
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ

き
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、特
別
派
手
な
設

備
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、決
し
て
恵
ま
れ

た
環
境
と
は
言
え
な
い
中
で
も
、
前
を
向
い

て「
酪
農
」と
い
う
職
業
に
誇
り
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

廣
喜
さ
ん
ご
自
身
の
言
葉
と
し
て
「
昨

年
は
乳
量
も
低
か
っ
た
し
、決
し
て
お
手
本

と
な
る
よ
う
な
経
営
と
は
言
え
な
い
が
、

色
々
な
経
営
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。
特
に
う
ち
と
同
じ
よ
う

な
レ
ベ
ル
に
あ
る
農
家
に
は
応
援
材
料
に

な
る
か
も
」
と
包
み
隠
さ
ず
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
も
印
象
的
で
し
た
。
そ
し
て

何
よ
り
、一
昨
年
に
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口

蹄
疫
や
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
等
で
被
災

さ
れ
た
酪
友
の
こ
と
を
と
て
も
気
に
か
け

て
お
ら
れ
、復
興
が
ど
の
程
度
ま
で
進
ん
で

い
る
の
か
等
の
情
報
が
な
か
な
か
入
っ
て

こ
な
い
と
、気
を
揉
ん
で
お
ら
れ
た
点
も
心

に
残
り
ま
し
た
。
同
時
に
、全
酪
連
担
当

◀ 堆肥舎（看板）

コンビラップ ▶

◀トラクター

▲ FRPサイロ

者
と
し
て
井
上
牧
場
が
掲
げ
て
い
る
今
後

の
目
標
へ
一
歩
一
歩
近
づ
け
る
よ
う
に
更

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
く
て
は
！
と
気

持
ち
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
快
く
取
材
に

応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
井
上
牧
場
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
取
材
に
あ
た
っ

て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
埼
玉
酪
農
の

皆
様
方
に
も
感
謝
の
意
を
お
伝
え
し
て
、

取
材
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
Ａ
・
Ａ
）

堆肥舎
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ワ イ ド
酪農部だより

チ
ー
ズ
セ
ッ
ト

①
Ｚ
︱

Ｓ

「
低
価
格
帯
な
が
ら
『
贈
り
物
』
に

ふ
さ
わ
し
い
セ
ッ
ト
」と
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
よ
り
企
画
し
ま
し
た
。内
容
と
し

て
は
、定
番
の
乳
製
品
セ
ッ
ト
に
は
な

い
「
み
ち
の
く
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
」や
人

気
の
あ
る
ス
ラ
イ
ス
、ス
モ
ー
ク
チ
ー

ズ
を
セ
ッ
ト
に
し
、ご
自
宅
用
と
し
て

ご
家
族
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

商
品
内
容

み
ち
の
く
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
２
５
０
ｇ

×
１
個
、酪
農
家
と
ろ
け
る
ス
ラ
イ
ス

チ
ー
ズ
１
４
４
ｇ
×
１
個
、酪
農
家
ス

ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
１
４
４
ｇ
×
２
個
、お
い

し
い
ス
モ
ー
ク
チ
ー
ズ
75
ｇ
×
１
個

②
Ｚ
︱

Ａ

商
品
内
容

酪
農
家
チ
ー
ズ
２
０
０
ｇ
×
１
個
、
酪

農
家
６
Ｐ
チ
ー
ズ
１
２
０
ｇ
×
１
個
、

酪
農
家
と
ろ
け
る
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ

１
４
４
ｇ
×
２
個
、
酪
農
家
ス
ラ
イ
ス

チ
ー
ズ
１
４
４
ｇ
×
1
個
、
お
い
し
い

ス
モ
ー
ク
チ
ー
ズ
75
ｇ
×
１
個

③
Ｚ
︱

Ｂ

商
品
内
容

酪
農
家
チ
ー
ズ
２
０
０
ｇ
×
２
個
、
酪

農
家
６
Ｐ
チ
ー
ズ
１
２
０
ｇ
×
２
個
、

酪
農
家
と
ろ
け
る
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ

１
４
４
ｇ
×
１
個
、
酪
農
家
ス
ラ
イ
ス

チ
ー
ズ
１
４
４
ｇ
×
１
個
、
お
い
し
い

ス
モ
ー
ク
チ
ー
ズ
75
ｇ
×
１
個
、
ぬ
る

チ
ー
ズ
１
５
０
ｇ
×
１
個

④
Ｚ
︱

Ｃ

商
品
内
容

酪
農
家
チ
ー
ズ
２
０
０
ｇ
×
２
個
、
酪

農
家
６
Ｐ
チ
ー
ズ
１
２
０
ｇ
×
２
個
、

酪
農
家
と
ろ
け
る
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ

１
４
４
ｇ
×
２
個
、
酪
農
家
ス
ラ
イ
ス

チ
ー
ズ
１
４
４
ｇ
×
１
個
、
お
い
し
い

ス
モ
ー
ク
チ
ー
ズ
75
ｇ
×
１
個
、
ぬ
る

チ
ー
ズ
１
５
０
ｇ
×
１
個
、
パ
ウ
ダ
ー

チ
ー
ズ
70
ｇ
×
１
個

⑤
東
毛
酪
農
カ
マ
ン
ベ
ー
ル

３
個
セ
ッ
ト

�［
製
造
者　

東
毛
酪
農
業
協
同
組
合

（
群
馬
県
新
田
郡
新
田
町
）］

お
い
し
い
チ
ー
ズ
を
造
る
た
め
に

厳
選
し
た
農
家
の
生
乳
を
使
い
、伝

統
的
な
手
造
り
の
製
法
で
造
ら
れ
た

カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー
ズ（
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
）を
熟
成
し
た
食
べ
頃
の
状
態

で
密
封
パ
ッ
ク
し
ま
し
た
。パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
開
け
た
時
が
『
食
べ
頃
』
で
、や

さ
し
い
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
。「
第

４
回
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
ソ
フ
ト
タ

イ
プ
チ
ー
ズ
部
門
で
優
秀
賞
に
輝
く
、

珠
玉
の
逸
品
で
す
。 

商
品
内
容

カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー
ズ
１
０
０
ｇ
×
３
個

麺
セ
ッ
ト

⑥
全
酪
め
ん
セ
ッ
ト

�［
製
造
者　

江
崎
製
麺
有
限
会
社

（
福
岡
県
筑
後
市
）］

レ
モ
ン
果
汁
を
配
合
し
た
さ
わ
や

か
な
冷
や
し
中
華
と
甘
さ
と
辛
味
を

生
か
し
た
清
涼
感
の
あ
る
コ
ク
と
旨

み
を
有
す
る
ス
ー
プ
の
九
州
冷
や
し

坦
々
麺
６
食
が
入
っ
た
セ
ッ
ト
で
す
。

商
品
内
容

博
多
冷
や
し
中
華
×
10
食
、
九
州
冷

し
坦
々
麺
×
６
食

⑦
手
延
素
麺　

島
原
細
造
り

［
製
造
者　

株
式
会
社
素
兵
衛
屋
］

島
原
伝
統
の
手
延
べ
技
術
を
駆
使

し
て
造
ら
れ
、小
麦
の
本
来
の
風
味
と

旨
み
が
あ
り
、
喉
越
し
最
高
の
素
麺

で
す
。造
り
た
て
な
ら
で
は
の
風
味
を

楽
し
み
な
が
ら
も
、も
っ
ち
り
し
て
い

て
歯
ご
た
え
の
あ
る
食
感
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

商
品
内
容

細
造
り
手
延
べ
そ
う
め
ん
50
ｇ
×
26

束
（
木
箱
入
り
）

ア
イ
ス
セ
ッ
ト

⑧
奥
中
山
ア
イ
ス
Ｓ
セ
ッ
ト

�［
製
造
者　

奥
中
山
高
原
農
協
乳
業
株
式

会
社
（
岩
手
県
二
戸
郡
一
戸
町
）］

岩
手
県
の
奥
中
山
高
原
で
育
っ
た

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
ミ
ル

ク
を
贅
沢
に
使
っ
た
、コ
ク
の
あ
る
ス
ー

パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
な
味
わ
い
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
で
す
。着
色
料
等
を
使
用
せ

ず
、自
然
の
お
い
し
さ
に
こ
だ
わ
り
ま

し
た
。Ｓ
セ
ッ
ト
と
Ｉ
セ
ッ
ト
の
２
種
類

の
セ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

商
品
内
容

バ
ニ
ラ
１
３
０
㎖
×
２
個
、
ブ
ド
ウ

１
３
０
㎖
×
２
個
、
洋
な
し
１
３
０
㎖

×
２
個
、
イ
チ
ゴ
１
３
０
㎖
×
２
個

⑨
奥
中
山
ア
イ
ス
I
セ
ッ
ト

商
品
内
容

バ
ニ
ラ
１
３
０
㎖
×
２
個
、
ブ
ド
ウ

全酪連ギフト商品について

本
年
度
も
「
全
酪
連
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
」
お
取
り
扱
い
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
季
ギ
フ
ト
は
６
月
中
旬
よ
り
８
月
末
ま
で
の
取
扱
と
な
り
ま
す
。

毎
年
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
夏
の
ギ
フ
ト
に
も
全
酪
連
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
乳
製
品
セ
ッ
ト
の
他
に
、
ギ

フ
ト
商
品
の
定
番
で
あ
る
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
セ
ッ
ト
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
麺

類
な
ど
幅
広
い
商
品
を
ご
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
紙
面
を
お
借

り
し
て
、
商
品
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
や
大
切
な
方
々
へ
の
夏
の
贈
り
物
に
、
是
非
、
弊
会
ギ

フ
ト
セ
ッ
ト
を
ご
利
用
頂
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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１
３
０
㎖
×
２
個
、
洋
な
し
１
３
０
㎖

×
２
個
、
イ
チ
ゴ
１
３
０
㎖
×
２
個
、

コ
ー
ヒ
ー
１
３
０
㎖
×
２
個
、
抹
茶

１
３
０
㎖
×
２
個

 

⑩�

飛
騨
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ギ
フ
ト

Ｖ
・
Ｉ
︱

Ｐ

�［
製
造
者　

飛
騨
酪
農
農
業
協
同
組
合

（
岐
阜
県
高
山
市
）］

搾
り
た
て
の
生
乳
と
生
ク
リ
ー
ム

を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
手
作
り
の
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
で
す
。
甘
さ
を
お
さ
え

た
ま
ろ
や
か
な
口
当
た
り
と
さ
わ
や

か
さ
が
残
る
風
味
が
特
徴
で
す
。

商
品
内
容

バ
ニ
ラ
１
２
０
㎖
×
２
個
、
ス
ト
ロ
ベ

リ
ー
１
２
０
㎖
×
２
個
、
抹
茶
１
２
０

㎖
×
２
個
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
１
２
０
㎖

×
２
個
、
宿
儺
か
ぼ
ち
ゃ
１
２
０
㎖
×

２
個
、
チ
ー
ズ
１
２
０
㎖
×
２
個

⑪�

蒜
山
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

プ
レ
ミ
ア
ム

�［
製
造
者　

蒜
山
酪
農
農
業
協
同
組
合

（
岡
山
県
真
庭
市
）］

蒜
山
高
原
産
の
健
康
な
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
か
ら
搾
っ
た
新
鮮
な
生
乳

を
使
用
し
て
、
素
材
の
相
性
に
こ

だ
わ
っ
て
丁
寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

ジ
ャ
ー
ジ
ー
乳
だ
か
ら
こ
そ
引
き
出

せ
た
風
味
豊
か
な
品
質
で
、
さ
ら
り

と
し
た
口
ど
け
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

で
す
。

商
品
内
容

バ
ニ
ラ
１
２
０
㎖
×
２
個
、
抹
茶

１
２
０
㎖
×
２
個
、珈
琲
１
２
０
㎖

×
２
個
、ミ
ル
ク
１
２
０
㎖
×
２
個
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
１
２
０
㎖
×
２
個

デ
ザ
ー
ト
セ
ッ
ト

⑫�

北
海
道
ぴ
ゅ
あ
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

セ
ッ
ト

�［
製
造
者　

株
式
会
社
ク
レ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

（
北
海
道
滝
川
市
）］

甘
さ
控
え
め
で
濃
厚
で
芳
醇
な

チ
ー
ズ
の
香
り
と
味
が
特
徴
の
ベ
イ

ク
ド
タ
イ
プ
、
し
っ
と
り
と
濃
厚
で

さ
わ
や
か
な
酸
味
が
特
徴
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
プ
、
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
を
混
ぜ
込
み
、
高
級
ベ
ル
ギ
ー
産

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
綺
麗
に
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
し
、
上
品
な
味
と
し
つ
こ
く
な
い

甘
さ
が
特
徴
の
メ
イ
プ
ル
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
タ
イ
プ
の
３
種
類
が
入
っ
た
セ
ッ
ト

で
す
。

商
品
内
容

ベ
イ
ク
ド
シ
ー
ト
タ
イ
プ
×
１
個
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
ー
ト
タ
イ
プ
×
１

個
、
メ
イ
プ
ル
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
タ
イ

プ
×
１
個

⑬
長
崎
カ
ス
テ
ラ
セ
ッ
ト
３
本
入
り

�［
製
造
者　

有
限
会
社
杉
谷
本
舗

（
長
崎
県
諫
早
市
）］

牛
乳
、
チ
ー
ズ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
た
カ
ス
テ
ラ
は
ふ
っ
く
ら
で
、

し
っ
と
り
と
し
た
キ
メ
細
や
か
な
生

地
が
特
徴
で
す
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド

「
長
崎
カ
ス
テ
ラ
」
の
認
定
工
場
で
製

造
し
て
お
り
ま
す
。
３
本
入
り
と
４

本
入
り
の
２
種
類
の
セ
ッ
ト
を
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

商
品
内
容

牛
乳
風
味
２
７
５
ｇ
×
2
本
、
チ
ー

ズ
風
味
２
７
５
ｇ
×
１
本

⑭
長
崎
カ
ス
テ
ラ
セ
ッ
ト
４
本
入
り

商
品
内
容

牛
乳
風
味
２
７
５
ｇ
×
２
本
、
チ
ー

ズ
風
味
２
７
５
ｇ
×
１
本
、
抹
茶
風

味
２
７
５
ｇ
×
１
本

加
工
肉
セ
ッ
ト

⑮
大
山
ハ
ム
セ
ッ
ト
Ｓ
Ｐ
︱
１
０
４

［
製
造
者 
大
山
ハ
ム
株
式
会
社

（
鳥
取
県
米
子
市
）］

厳
選
し
た
豚
肉
を
伝
統
の
手
法
で

丹
念
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
一
本
一
本

丁
寧
に
糸
で
巻
き
風
味
豊
か
に
ス

モ
ー
ク
し
た
ロ
ー
ス
ハ
ム
、
秘
伝
の

タ
レ
に
漬
け
込
ん
で
じ
っ
く
り
焼
き

上
げ
た
風
味
豊
か
な
焼
豚
、
豚
バ
ラ

肉
を
じ
っ
く
り
漬
け
込
み
仕
上
げ
た

ベ
ー
コ
ン
の
セ
ッ
ト
で
す
。

商
品
内
容

熟
成
糸
巻
ロ
ー
ス
ハ
ム
３
６
０
ｇ
×

１
個
、
焼
豚
３
４
０
ｇ
×
１
個

⑯
大
山
ハ
ム
セ
ッ
ト
Ｓ
Ｐ
︱

１
０
５

商
品
内
容

熟
成
糸
巻
ロ
ー
ス
ハ
ム
３
６
０
ｇ

×
１
個
、
焼
豚
３
４
０
ｇ
×
１
個
、

ベ
ー
コ
ン
２
８
０
ｇ
×
１
個

⑰�

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
セ
ッ
ト

　

Ｄ
Ｆ
︱

１
０
０

焙
煎
胡
椒
と
ド
イ
ツ
産
岩
塩
で
シ

ン
プ
ル
に
味
付
け
し
て
和
牛
の
旨
み

を
そ
の
ま
ま
閉
じ
込
め
ま
し
た
。
和

牛
に
旨
み
が
じ
っ
く
り
詰
ま
っ
た
存

在
感
た
っ
ぷ
り
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

で
す
。

商
品
内
容

和
牛
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
３
０
０
ｇ
×

２
個

⑱
お
こ
っ
ぺ
ハ
ム
セ
ッ
ト
Ｏ
Ｃ
︱

40

�［
製
造
者　

株
式
会
社
オ
ホ
ー
ツ
ク

ク
リ
ー
ン
ミ
ー
ト
（
北
海
道
紋
別
郡
興
部
町
）］

北
海
道
産
の
厳
選
豚
肉
の
「
お
い

し
さ
」
を
最
大
限
引
き
出
せ
る
よ
う

独
自
の
塩
漬
製
法
に
よ
り
製
造
し
て

お
り
ま
す
。
主
原
料
は
１
０
０
％
道

内
産
の
素
材
を
使
い
、
北
海
道
ら
し

さ
や
将
来
性
を
兼
ね
備
え
た
食
品
に

対
し
て
認
定
さ
れ
る
「
道
産
食
品
独

自
認
証
制
度
」
の
第
１
号
の
認
証
を

受
け
、「
品
質
＝
お
い
し
さ
」
に
こ

だ
わ
っ
た
商
品
の
セ
ッ
ト
で
す
。

商
品
内
容

北
海
道
認
証
ベ
ー
コ
ン
８
０
ｇ
×

１
個
、
北
海
道
ポ
ー
ク
フ
ラ
ン
ク

２
２
０
ｇ
×
１
個
、
あ
ら
び
き
ウ
イ

ン
ナ
ー
１
１
０
ｇ
×
１
個
、
ガ
ー

リ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
ナ
ー
１
１
０
ｇ
×
１

個
、
あ
ら
び
き
フ
ラ
ン
ク
２
０
０
ｇ

×
１
個
、
行
者
に
ん
に
く
ウ
ィ
ン

ナ
ー
１
２
０
ｇ
×
１
個

⑲
お
こ
っ
ぺ
ハ
ム
セ
ッ
ト
Ｏ
Ｃ
︱

50

商
品
内
容

北
海
道
認
証
ベ
ー
コ
ン
３
０
０
ｇ
×

１
個
、
北
海
道
認
証
ペ
ッ
パ
ー
ポ
ー

ク
３
２
０
ｇ
×
１
個
、
あ
ら
び
き
ウ

イ
ン
ナ
ー
１
１
０
ｇ
×
１
個
、
ガ
ー

リ
ッ
ク
ウ
イ
ン
ナ
ー
１
１
０
ｇ
×
１

個
、
バ
ジ
リ
コ
フ
ラ
ン
ク
２
４
０

ｇ
×
１
個
、
あ
ら
び
き
フ
ラ
ン
ク

２
０
０
ｇ
×
１
個

商
品
は
十
分
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お

早
め
の
ご
注
文
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
全
酪
連
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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②Z-A　税込3,780円（本体3,600円）
酪農家チーズ200g×1個／酪農家6Pチーズ120g×1個／酪農
家とろけるスライスチーズ144g×2個／酪農家スライスチーズ
144g×1個／おいしいスモークチーズ75g×1個
〈アレルゲン物質〉 乳
お取扱期間　6／18～8／31 冷蔵 簡易

短

④Z-C　税込5,775円（本体5,500円）
酪農家チーズ200g×2個／酪農家6Pチーズ120g×2個／酪農家とろ
けるスライスチーズ144g×2個／酪農家スライスチーズ144g×1個／
おいしいスモークチーズ75g×1個／ぬるチーズ150g×1個／パウダー
チーズ70g×1個
〈アレルゲン物質〉 乳
お取扱期間　6／18～8／31

冷蔵 簡易
短

⑤東毛酪農カマンベール3個セット
税込2,625円（本体2,500円）
カマンベールチーズ100g×3個
〈アレルゲン物質〉 乳
お取扱期間　6／18～8／31

冷蔵 簡易
短

③Z-B　税込4,935円（本体4,700円）
酪農家チーズ200g×2個／酪農家6Pチーズ120g×2個／酪農
家とろけるスライスチーズ144g×1個／酪農家スライスチーズ
144g×1個／おいしいスモークチーズ75g×1個／ぬるチーズ
150g×1個
〈アレルゲン物質〉 乳
お取扱期間　6／18～8／31

冷蔵 簡易
短

⑦島原手延そうめん
税込3,675円（本体3,500円）
細造り手延そうめん50g×26束
〈アレルゲン物質〉 小麦
お取扱期間　6／18～8／31 全 普 短

⑬長崎カステラセット3本入り
税込3,150円（本体3,000円）
牛乳カステラ275g×2本／チーズカステラ275g×1本
※10等分カットタイプ

⑭長崎カステラセット4本入り
税込3,885円（本体3,700円）
牛乳カステラ275g×2本／チーズカステラ275g×1本／抹茶
カステラ275ｇ×1本　※10等分カットタイプ
〈アレルゲン物質〉 小麦／乳／卵
お取扱期間　6／18～8／31 全 普 短

⑥全酪めんセット
税込3,990円（本体3,800円）
全酪博多冷し中華×10食／九州冷し担々麺×6食
〈アレルゲン物質〉 小麦／大豆／りんご
お取扱期間　6／18～8／31 全 普 短

⑮ＳＰ-104　税込4,410円（本体4,200円）
熟成糸巻ロースハム360ｇ／焼豚340ｇ
〈アレルゲン物質〉 小麦／大豆／豚肉
お取扱期間　6／18～7／20 簡易冷蔵 短

⑰DF-100 税込11,025円（本体10,500円）
ローストビーフ（和牛）300g×2個
※たれ付き（20g×2個）
〈アレルゲン物質〉 牛肉／小麦／大豆
お取扱期間　6／18～7／20 簡易冷凍 短

⑱OC-40  税込3,800円（本体3,620円）
北海道認証ベーコン80g×1個／北海道ポークフランク220g×1個
／あらびきウインナー110g×1個／ガーリックウィンナー110g×1
個／あらびきフランク200g×1個／行者にんにくウィンナー
120g×1個
〈アレルゲン物質〉 乳／豚肉
お取扱期間　6／18～8／31

冷蔵冷蔵 普 短

⑲OC-50  税込4,800円（本体4,571円）
北海道認証ベーコン300g×1個／北海道認証ペッパーポーク
320g×1個／あらびきウインナー110g×1個／ガーリックウ
インナー110g×1個／バジリコフランク240g×1個／あらび
きフランク200g×1個
〈アレルゲン物質〉 豚肉
お取扱期間　6／18～8／31 冷蔵 普 短

⑩飛騨アイスギフト V・I-P
税込4,300円（本体4,095円）
バニラ120ｍｌ×2個／ストロベリー120ｍｌ×2個／抹茶120ｍｌ
×2個／チョコレート120ｍｌ×2個／宿儺かぼちゃ120ｍｌ×2個
／チーズ120ｍｌ×2個
〈アレルゲン物質〉 乳／卵／オレンジ
お取扱期間　6／18～8／31 冷凍 短

⑧奥中山アイスSセット
税込3,990円（本体3,800円）
バニラ130ml×2個／ブドウ130ml×2個／洋なし130ml×2個／
イチゴ130ml×2個

⑨奥中山アイスIセット
税込5,250円（本体5,000円）
バニラ130ml×2個／ブドウ130ml×2個／洋なし130ml×2個／イ
チゴ130ml×2個／コーヒー130ml×2個／抹茶130ml×2個
〈アレルゲン物質〉 乳／卵
お取扱期間　6／18～8／31 冷凍 普 短

⑯ＳＰ-105 税込5,512円（本体5,250円）
熟成糸巻ロースハム360ｇ／焼豚340ｇ／ベーコン280ｇ
〈アレルゲン物質〉 小麦／大豆／豚肉
お取扱期間　6／18～7／20 簡易冷蔵 短

①Z-S　税込2,625円（本体2,500円）
酪農家とろけるスライスチーズ144g×1個／酪農家スライスチーズ
144g×1個／おいしいスモークチーズ75g×1個／みちのくゴーダチー
ズ250g×1個
〈アレルゲン物質〉 乳
お取扱期間　6／18～8／31

冷蔵 簡易
短

⑪蒜山ジャージー アイスクリームプレミアム
税込5,460円（本体5,200円）
バニラ120ｍｌ×2個／抹茶120ｍｌ×2個／珈琲120ｍｌ×2個／
ミルク120ｍｌ×2個／チョコレート120ｍｌ×2個
〈アレルゲン物質〉 乳／卵
お取扱期間　6／18～8／31 冷凍 普 短 冷凍 短

⑫北海道ぴゅあチーズケーキセット
税込4,725円（本体4,500円）
ベイクドシートタイプ×1個／ニューヨークシートタイプ×1個／メイプ
ルチョコレートシートタイプ×1個
〈アレルゲン物質〉 小麦／乳／卵
お取扱期間　6／18～8／31

Cheese
チーズセット

Dessert
デザート

Meat
加工肉

Noodle
麺

Zenraku Summer Gif t
2012

Zenraku Summer Gif t
毎年恒例の「全酪連ギフトセット」の取り扱い時期となりました。
お世話になった方や大切な方への夏の贈り物に、是非、本会ギフトセット
をご利用頂きますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、環境にやさしい簡易包装を採用している商品がございますので、
ご理解とご協力のほど併せてよろしくお願い申し上げます。
お申込みにつきましては、お近くの支所までお問い合わせください。

●本所 酪農部（東京支所） TEL 03-5931-8008 FAX 03-5931-8025
●札 幌 支 所 TEL 011-241-0765 FAX 011-241-0769
●仙 台 支 所 TEL 022-221-5381 FAX 022-221-5384

●名古屋支所 TEL 052-771-7104 FAX 052-771-7246
●大 阪 支 所 TEL 06-6305-4196 FAX 06-6305-4899
●福 岡 支 所 TEL 092-432-2121 FAX 092-431-6313

全国酪農業協同組合連合会

全簡易

●詰合せ内容・商品デザイン及び配列についてはお断りなく一部変更する場合があります●商品は十分にご用意しておりますが、在庫がなくなり次第終了とさ
せていただきますのでご了承ください●掲載商品の価格には、配送料が含まれております●                マークの付いている商品はそれぞれ冷凍、冷蔵でのお
届けになります●　　　　 　マークの付いている商品はそれぞれ簡易包装、全包装となります。また、表示のない商品には包装はありません。（簡易包装とは、
包装紙を帯状に商品に巻きつけた包装形態のことです。）●　　　　 マークの付いている商品はそれぞれ普通サイズ、短冊サイズの熨斗となります。普 短

冷蔵冷凍
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②Z-A　税込3,780円（本体3,600円）
酪農家チーズ200g×1個／酪農家6Pチーズ120g×1個／酪農
家とろけるスライスチーズ144g×2個／酪農家スライスチーズ
144g×1個／おいしいスモークチーズ75g×1個
〈アレルゲン物質〉 乳
お取扱期間　6／18～8／31 冷蔵 簡易

短

④Z-C　税込5,775円（本体5,500円）
酪農家チーズ200g×2個／酪農家6Pチーズ120g×2個／酪農家とろ
けるスライスチーズ144g×2個／酪農家スライスチーズ144g×1個／
おいしいスモークチーズ75g×1個／ぬるチーズ150g×1個／パウダー
チーズ70g×1個
〈アレルゲン物質〉 乳
お取扱期間　6／18～8／31

冷蔵 簡易
短

⑤東毛酪農カマンベール3個セット
税込2,625円（本体2,500円）
カマンベールチーズ100g×3個
〈アレルゲン物質〉 乳
お取扱期間　6／18～8／31

冷蔵 簡易
短

③Z-B　税込4,935円（本体4,700円）
酪農家チーズ200g×2個／酪農家6Pチーズ120g×2個／酪農
家とろけるスライスチーズ144g×1個／酪農家スライスチーズ
144g×1個／おいしいスモークチーズ75g×1個／ぬるチーズ
150g×1個
〈アレルゲン物質〉 乳
お取扱期間　6／18～8／31

冷蔵 簡易
短

⑦島原手延そうめん
税込3,675円（本体3,500円）
細造り手延そうめん50g×26束
〈アレルゲン物質〉 小麦
お取扱期間　6／18～8／31 全 普 短

⑬長崎カステラセット3本入り
税込3,150円（本体3,000円）
牛乳カステラ275g×2本／チーズカステラ275g×1本
※10等分カットタイプ

⑭長崎カステラセット4本入り
税込3,885円（本体3,700円）
牛乳カステラ275g×2本／チーズカステラ275g×1本／抹茶
カステラ275ｇ×1本　※10等分カットタイプ
〈アレルゲン物質〉 小麦／乳／卵
お取扱期間　6／18～8／31 全 普 短

⑥全酪めんセット
税込3,990円（本体3,800円）
全酪博多冷し中華×10食／九州冷し担々麺×6食
〈アレルゲン物質〉 小麦／大豆／りんご
お取扱期間　6／18～8／31 全 普 短

⑮ＳＰ-104　税込4,410円（本体4,200円）
熟成糸巻ロースハム360ｇ／焼豚340ｇ
〈アレルゲン物質〉 小麦／大豆／豚肉
お取扱期間　6／18～7／20 簡易冷蔵 短

⑰DF-100 税込11,025円（本体10,500円）
ローストビーフ（和牛）300g×2個
※たれ付き（20g×2個）
〈アレルゲン物質〉 牛肉／小麦／大豆
お取扱期間　6／18～7／20 簡易冷凍 短

⑱OC-40  税込3,800円（本体3,620円）
北海道認証ベーコン80g×1個／北海道ポークフランク220g×1個
／あらびきウインナー110g×1個／ガーリックウィンナー110g×1
個／あらびきフランク200g×1個／行者にんにくウィンナー
120g×1個
〈アレルゲン物質〉 乳／豚肉
お取扱期間　6／18～8／31

冷蔵冷蔵 普 短

⑲OC-50  税込4,800円（本体4,571円）
北海道認証ベーコン300g×1個／北海道認証ペッパーポーク
320g×1個／あらびきウインナー110g×1個／ガーリックウ
インナー110g×1個／バジリコフランク240g×1個／あらび
きフランク200g×1個
〈アレルゲン物質〉 豚肉
お取扱期間　6／18～8／31 冷蔵 普 短

⑩飛騨アイスギフト V・I-P
税込4,300円（本体4,095円）
バニラ120ｍｌ×2個／ストロベリー120ｍｌ×2個／抹茶120ｍｌ
×2個／チョコレート120ｍｌ×2個／宿儺かぼちゃ120ｍｌ×2個
／チーズ120ｍｌ×2個
〈アレルゲン物質〉 乳／卵／オレンジ
お取扱期間　6／18～8／31 冷凍 短

⑧奥中山アイスSセット
税込3,990円（本体3,800円）
バニラ130ml×2個／ブドウ130ml×2個／洋なし130ml×2個／
イチゴ130ml×2個

⑨奥中山アイスIセット
税込5,250円（本体5,000円）
バニラ130ml×2個／ブドウ130ml×2個／洋なし130ml×2個／イ
チゴ130ml×2個／コーヒー130ml×2個／抹茶130ml×2個
〈アレルゲン物質〉 乳／卵
お取扱期間　6／18～8／31 冷凍 普 短

⑯ＳＰ-105 税込5,512円（本体5,250円）
熟成糸巻ロースハム360ｇ／焼豚340ｇ／ベーコン280ｇ
〈アレルゲン物質〉 小麦／大豆／豚肉
お取扱期間　6／18～7／20 簡易冷蔵 短

①Z-S　税込2,625円（本体2,500円）
酪農家とろけるスライスチーズ144g×1個／酪農家スライスチーズ
144g×1個／おいしいスモークチーズ75g×1個／みちのくゴーダチー
ズ250g×1個
〈アレルゲン物質〉 乳
お取扱期間　6／18～8／31

冷蔵 簡易
短

⑪蒜山ジャージー アイスクリームプレミアム
税込5,460円（本体5,200円）
バニラ120ｍｌ×2個／抹茶120ｍｌ×2個／珈琲120ｍｌ×2個／
ミルク120ｍｌ×2個／チョコレート120ｍｌ×2個
〈アレルゲン物質〉 乳／卵
お取扱期間　6／18～8／31 冷凍 普 短 冷凍 短

⑫北海道ぴゅあチーズケーキセット
税込4,725円（本体4,500円）
ベイクドシートタイプ×1個／ニューヨークシートタイプ×1個／メイプ
ルチョコレートシートタイプ×1個
〈アレルゲン物質〉 小麦／乳／卵
お取扱期間　6／18～8／31

Cheese
チーズセット

Dessert
デザート

Meat
加工肉

Noodle
麺

Zenraku Summer Gif t
2012

Zenraku Summer Gif t
毎年恒例の「全酪連ギフトセット」の取り扱い時期となりました。
お世話になった方や大切な方への夏の贈り物に、是非、本会ギフトセット
をご利用頂きますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、環境にやさしい簡易包装を採用している商品がございますので、
ご理解とご協力のほど併せてよろしくお願い申し上げます。
お申込みにつきましては、お近くの支所までお問い合わせください。

●本所 酪農部（東京支所） TEL 03-5931-8008 FAX 03-5931-8025
●札 幌 支 所 TEL 011-241-0765 FAX 011-241-0769
●仙 台 支 所 TEL 022-221-5381 FAX 022-221-5384

●名古屋支所 TEL 052-771-7104 FAX 052-771-7246
●大 阪 支 所 TEL 06-6305-4196 FAX 06-6305-4899
●福 岡 支 所 TEL 092-432-2121 FAX 092-431-6313

全国酪農業協同組合連合会

全簡易

●詰合せ内容・商品デザイン及び配列についてはお断りなく一部変更する場合があります●商品は十分にご用意しておりますが、在庫がなくなり次第終了とさ
せていただきますのでご了承ください●掲載商品の価格には、配送料が含まれております●                マークの付いている商品はそれぞれ冷凍、冷蔵でのお
届けになります●　　　　 　マークの付いている商品はそれぞれ簡易包装、全包装となります。また、表示のない商品には包装はありません。（簡易包装とは、
包装紙を帯状に商品に巻きつけた包装形態のことです。）●　　　　 マークの付いている商品はそれぞれ普通サイズ、短冊サイズの熨斗となります。普 短

冷蔵冷凍



2012・6  ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION　22

原 料 情 勢 平成24年5月

5月10日発表
米国農務省トウモロコシ
需給予想

【11/12年産】　�作付面積91.9百万（前月91.9百万）エーカー、単収147.2（147.2）bu/エーカー、生産量
123億5,800万（123億5,800万）bu、総需要量126億7,050万（130 億5,500万）bu、
期末在庫8億510万（8億100万）bu、在庫率6.7（6.3）%。

【12/13年産】　�作付面積95.6百万エーカー、単収166.0bu/エーカー、生産量147億9,000bu、総需要
量137億7,500万bu、期末在庫18億8,100万bu、在庫率13.7%。

トウモロコシ相場動向
今後のシカゴ相場は、今回の需給報告12/13年産に関して史上最高の作付面積、単収を背景に高水準の
生産量、在庫率を見通している。しかし単収に関しては産地の天候に大きく左右されるため、悪天候による
相場の高騰にも備えが必要となると思われる。産地天候次第によっては予断を許さない展開が予想される。

国内産大豆粕
国内需給については、国産大豆粕発生量は右肩下がりだったが、ここにきて下げ止まっている様子。輸入大
豆粕は順調に入船しており現時点では受渡しには問題ない見込。価格については、シカゴ相場が強含んでい
ることから値を上げている。また、輸入大豆粕は需要は依然高く、現地価格はいまだ高止まりしている。

糟糠類
一般ふすまは、小麦の挽砕量は相変わらず低調な様子。しばらくは受渡しには問題ないと思われるが在庫は
タイトになりつつある模様。グルテンフィードの発生量は、例年に比べるとかなり少ない様子。また、輸入物
が最低限の数量しか入船していないため港によっては在庫がタイトになっている模様。

海上運賃
海上運賃は、4月末には大幅に上昇。その後、中国の鉄鉱石需要が低調なこともあり価格の上昇は止まった。
原油相場は大幅に下落しているがバンカー・チャージ（船燃料代）には大きな影響を与えておらず、今後も横
ばいの状況が続くものと思われる。
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米国産トウモロコシ生産量と期末在庫の推移
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輸入粗飼料の情勢 平成24年5月

北米コンテナ船
フレート

WTSA加盟の船会社により4月1日付けでGRIの値上げが実施されたが、今度は5月15日付けで再びGRI値上げ実施の
発表がされている。また、4－6月分のBAの値上げも実施されている。海上運賃は引続き強含みで推移することが予想され
ている。一部船会社では、空コンテナ不足を解消させるために、余計なコストも多く発生しているのが現状。

米国の乳価動向
米国の乳価は、引続き弱含みで推移している。飼料コストも高いなか、米国内酪農家は厳しい経営を強いられている。乳価
の弱含みの影響により、12年産アルファルファの需要が軟化すると産地では予想されている。11年産の価格高騰の一番の
要因と言われている米国内向け需要が軟化すれば、輸出向けにとっては良い環境となると予想される。

ビートパルプ

【米国産】11年産の製糖およびビートパルプ生産は、間もなく終了。生産量は前年比で15%程度も減少することとなったが、
特にミネソタ/ノースダコタ州では、20－30%も減少した地区がある模様。需要は国内向け、輸出向けともに引続き堅調な
ことから、11年産の産地価格は開始と同時に10年産よりも高値で推移している。産地では12年産ビート大根の作付けが開
始。11年産よりも生産量が増えることが期待されるところ。

【中国産】11年産のビートパルプは、10年産よりも作柄が良好と伝えられている。国内向けの需要はさらに増えることが予想さ
れているため、韓国と日本向けは10年産に引続き、かなり限定的となることが予想されている。

アルファルファヘイ

【ワシントン産】UAEや中国向けの引合いが強かったため、産地価格は引続き堅調に推移している。ワシントン州コロンビア
ベースンを中心に、今後は他の作物からアルファルファへの転作が増えて、穀類への転作が少ないことが一部では予想されて
いる。一方で、安定した収入が見込める穀類への転作が多いとも一部では予想されているため、12年産アルファルファの作
付面積の増減については様 な々予想がされている。

【オレゴン産】産地での11年産の余剰在庫はほとんどないため、産地価格は引続き強含みで推移している。12年産の作付
面積については、11年産とほぼ変わらないと現時点では予想されている。BIGベールでの収穫が12年産以降も増えることが
予想され、今後も3タイのプレミアム品は生産量が減少する傾向にあると予想されている。

【ネバタ産】この地域でも11年産の余剰在庫はほとんどない模様。産地ではBIGベールでの収穫が12年産以降も増えるこ
とが予想され、今後も3タイのプレミアム品は生産量が減少する傾向にあると予想されている。

【カリフォルニア産】インペリアルバレーでは、12年産の2番刈の収穫がほぼ終了し、早い圃場では3番刈の収穫が始まって
いる。産地価格は11年産スタート時よりも軟化傾向となっているが、カリフォルニア中央部で1番刈の降雨被害があり、需要
がインペリアルバレーに回帰する動きもある模様。また、輸出向けの需要次第では、産地価格も大きく変化する懸念がある。

チモシー

【米国産】11年産はどのグレードもほぼ完売状態（成約済み）となっている模様。安定した需要から、12年産の作付面積は
大きく変わらないと予想される一方で、堅調な需要に反して「これ以上の高値は期待できない」と多くの生産農家が考えてお
り、作付面積は減少するとも予想されている。また、1番刈を収穫した後に、チモシーから穀類に転作しようと考えている生産
農家も多い模様。

【カナダ産】米国産と同様に、11年産はほぼ完売状態（成約済み）となっている。未成約在庫もあったドライランド（中央アル
バータ）のローグレード品についても、ほとんどが成約済みとなった模様。安定した需要から、12年産の作付面積は増えると
一部では予想されている。

スーダン

【インペリアルバレー産】11年産は中間グレード・ローグレード品についても、余剰在庫はほとんどない模様。産地では小麦の
作付けが進んでおり、4/15時点で、作付面積は前年対比120%。小麦の作付面積が増えるときは、早播きスーダングラス（=
ハイグレード品）の供給数量が減少する傾向が例年みられ、12年産の作付面積は前年対比86%と、傾向通りの結果となっ
ている。また、種子価格が前年の2倍以上に高騰しており、燃料と肥料の価格も上昇しているため、生産コストが上昇して
いる。12年産は産地価格がさらに高くなることが懸念されている。

クレイングラス
比較的安い価格帯となっているクレイングラスへの引合いは依然として強く、11年産は完売状態（成約済み）となっている模
様。安定した需要から、12年産の作付面積は前年よりも増えて推移しており、4/15時点で、前年対比111%。一番早い圃場
では5月上旬に刈取りが始まると予想されている。産地価格はさらに高くなることが懸念されている。

バミューダ

バミューダヘイ、バミューダストローともに、産地での余剰在庫はほとんどない模様。12年産の作付面積は4/15時点で、前
年対比93%。今後も引続きタイトな状況が続くと予想されている。また、産地では種子価格が年 上々昇している。したがっ
て、種採り用の圃場も増えて12年産はバミューダストローの生産量が増える可能性もあるが、それでも需要が供給を上回る
可能性もあり、引続きタイトに進捗することが予想されている。

ストロー類
11年産フェスキューは、雨当たり被害が多く発生し、良品の余剰在庫がほとんどない状況。ライグラスも余剰在庫がほとんど
ない状況。作付面積は年々減少しており、今年もさらに減少すると予想されているため、12年産以降もストロー類は生産量
がさらに減少し、産地価格も弱含むことなく推移することが懸念されている。

オーツヘイ

【西豪州産】11年産は、雨当たり被害が多く発生。西豪州では、3月以降にまとまった降雨がないため、播種前の雨が待たれ
ている状況。10年産の旱魃に続き、11年産の雨当たり被害と、生産農家は厳しい経営を強いられている。安定した収入が
見込める穀類への転作が多いと予想されるため、12年産の作付面積は大きく減少することが懸念されている。

【南豪州産】11年産は雨当たり被害が多く発生。西豪州ほど酷くはない作柄・状況だが、ハイグレード品については限定的な
数量となっている。3月に降雨があったが、土中の水分はまだ十分ではない模様。西豪州からシフトしてきた旺盛な11年産の
引合いを背景に、12年産オーツヘイの作付面積は増えることが一部で予想されている。

【東豪州産】11年産は、雨当たり被害が多く発生。南豪州よりも作柄・状況は悪くないが、ハイグレード品については限定的
な数量となっている。ヴィクトリア州では1－3月に十分な降雨があり、土中の水分も十分にある模様。西豪州からシフトして
きた旺盛な11年産の引合いを背景に、12年産のオーツヘイの作付面積は増えることが一部で予想されている。
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平成24年度（4月）　地域別生乳生産量

全　国 北海道 東　北 北　陸 関　東 東　山 東　海 近　畿 中　国 四　国 九　州 沖　縄
23 年度  4 月 628,833 323,368 43,133 9,188 88,938 11,210 35,422 18,134 26,388 12,438 58,169 2,445

5 月 661,818 336,125 50,251 9,474 97,497 11,746 36,169 18,439 27,407 12,648 59,547 2,515
6 月 628,574 327,964 47,467 8,678 89,927 11,199 33,209 16,713 25,181 11,497 54,408 2,331
7 月 623,805 330,363 47,146 8,259 87,626 11,259 32,171 16,385 24,631 10,943 52,721 2,301
8 月 614,552 325,838 48,003 8,025 85,889 11,088 31,040 16,162 24,107 10,659 51,538 2,203
9 月 594,466 313,005 47,323 7,707 82,863 10,857 30,317 15,519 23,565 10,534 50,642 2,134

10 月 619,843 322,112 50,137 8,147 88,027 11,085 32,618 16,214 24,827 11,039 53,418 2,219
11 月 602,420 310,328 49,086 7,959 86,312 10,743 32,225 16,013 24,147 10,937 52,508 2,162
12 月 633,207 325,234 51,663 8,513 90,717 11,280 33,692 17,036 25,222 11,636 55,987 2,227
1 月 645,750 331,298 52,019 8,829 92,456 11,185 34,749 17,486 25,865 12,036 57,569 2,258
2 月 614,082 312,946 49,521 8,382 88,672 10,472 33,129 16,653 24,789 11,472 55,775 2,271
3 月 666,347 335,386 54,152 9,249 97,760 11,542 36,017 18,526 27,139 12,421 61,632 2,523

24 年度  4 月 649,417 325,403 53,039 9,170 96,089 11,050 35,816 18,021 26,669 12,113 59,575 2,472
前年同月比 103.3% 100.6% 123.0% 99.8% 108.0% 98.6% 101.1% 99.4% 101.1% 97.4% 102.4% 101.1%

24 年度  累計 649,417 325,403 53,039 9,170 96,089 11,050 35,816 18,021 26,669 12,113 59,575 2,472
前年同月比 103.3% 100.6% 123.0% 99.8% 108.0% 98.6% 101.1% 99.4% 101.1% 97.4% 102.4% 101.1%

単位：ｔ

：平成24年度　　 ：平成23年度  　　：前年度比
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※農林水産省統計部が公表した「牛乳乳製品統計」をもとに本会酪農部で集計した。

用　　途　　別　　処　　理　　量

生乳生産量 牛乳等向け 乳製品向け その他業務用向け チーズ向け クリーム等向け 欠　減
23 年度  4 月 628,833 335,472 22,962 287,933 41,455 96,214 5,428 1,317

5 月 661,818 358,410 26,317 297,991 43,325 98,744 5,417 1,002
6 月 628,574 351,800 23,936 271,407 41,464 99,952 5,367 953
7 月 623,805 357,820 21,463 260,499 40,080 106,648 5,486 1,054
8 月 614,552 338,603 24,216 270,357 40,712 106,994 5,592 1,102
9 月 594,466 359,270 27,189 229,452 32,181 104,967 5,744 1,192

10 月 619,843 351,958 29,171 262,271 38,368 110,428 5,614 1,076
11 月 602,420 336,798 29,374 260,547 38,338 108,557 5,075 886
12 月 633,207 317,039 27,191 310,749 39,974 109,880 5,419 957
1 月 645,750 325,351 24,812 315,558 46,565 96,795 4,841 1,002
2 月 614,082 323,184 25,383 286,133 45,293 99,089 4,765 961
3 月 666,347 326,874 28,301 334,591 48,467 109,346 4,882 1,038

24 年度  4 月 649,417 328,810 27,221 315,743 41,550 105,614 4,864 1,014
前年同月比 103.3% 98.0% 118.5% 109.7% 100.2% 109.8% 89.6% 77.0%

24 年度  累計 649,417 328,810 27,221 315,743 41,550 105,614 4,864 1,014
前年同月比 103.3% 98.0% 118.5% 109.7% 100.2% 109.8% 89.6% 77.0%

単位：t

牛乳等向け処理量の推移

乳製品向け処理量の推移

平成24年度（4月）　用途別処理量

：平成24年度　　 ：平成23年度  　　：前年度比
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▼
５
月
16
〜
17
日
に
開
催
さ
れ
た
九
州
大
会
を
最
後
に
、
す
べ
て
の
地

域
大
会
が
終
了
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
者
12
名
が
揃
い
ま
し
た
。
７

月
の
全
国
大
会
で
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

▼
５
月
21
日
、
金
環
日
食
が
起
こ
り
、
残
念
な
が
ら
雨
で
観
測
で
き
な

い
地
域
も
あ
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
日
本
中
が

沸
き
ま
し
た
。

▼
み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
６
月
は
「
牛
乳
月
間
」
で
す
。
ま
た
、

全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
で
は
、
６
月
17
日
の
父
の
日
に
向
け
て
、
各

地
で
「
父
の
日
に
牛
乳
（
ち
ち
）
を
贈
ろ
う
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

今月の表紙は、「酪農いきいきフォト
コンテスト」（全国酪友フォーラムにて
開催）に応募いただいた作品（愛知県 
森 智子氏　撮影）です。小学生の哺乳
体験の様子です。仔牛が大きく見えま
すね。

「酪農いきいきフォトコンテスト」応募作品

北海道

価格状況　　……強含み　　……やや強含み　　……横這い　　……やや弱含み　　……弱含み

札 幌 支 所　TEL 011-241-0765
釧路事務所　TEL 0154-52-1232
帯広事務所　TEL 0155-37-6051
道北事務所　TEL 01654-2-2368

平成24年6月1日現在

※上記相場は、血統登録牛（中クラス）の庭先選畜購買による予想相場です。庭先選畜購買のため、市場購買とは異なり、価格差が生じます。

事　務　所 畜　種 相場（万円）価格状況 管　　内　　状　　況

札幌管内
育成牛（10-12月令） 30〜35 5月中旬までの生乳生産量前年比は、函館管内月計で101.1％、累計で100.5％。苫小牧管

内月計で99.8％、累計で101.0％の実積となっております。初妊牛価格の動向ですが、夏分娩
が中心になる事から弱含みの展開になると思われます。特に府県需要につきましては、腹条件
による価格差が大きくなるものと思われます。育成牛につきましては、横這いで推移するもの
と思われますが、若齢の育成牛は出生月により強気の価格になる可能性もあると思われます。

初　妊　牛 48〜52

経　産　牛 40〜45

釧路管内
育成牛（10-12月令） 30〜35 5月中旬までの生乳生産量前年比は、釧路管内月計で100.5％、累計で100.1％。中標津管内月計

で101.5％、累計で101.3％となっております。初妊牛の動向ですが、前月は７月分娩中心の夏産み
が中心に動きましたが、地元の導入意欲が強いため、思ったより値下げはなく、又Ｆ１腹以上にホル
ス腹の引合いが強く堅調な値動きとなりました。６月については前月同様に８月～９月にかけての
夏分娩中心となりますが、引続き道内の引合いが強い事から、大きな値崩れは無いと予想されます。

初　妊　牛 48〜55

経　産　牛 40〜50

帯広管内
育成牛（10-12月令） 29〜34 5月中旬までの生乳生産量前年比は、月計で101.2％、累計で101.0％の実績となっており

ます。初妊牛価格の動向ですが、7月分娩腹までの需要も一段落し、夏腹中心となるため、
価格は弱含みで推移するものと思われます。選別精液腹は、頭数が少ない状況が続いてお
りますので、高めの取引価格で推移しております。また、経産牛は道内需要が多いため、横
這いで推移しております。

初　妊　牛 48〜53

経　産　牛 45〜50

道北管内
育成牛（10-12月令） 25〜30 5月中旬までの生乳生産量前年比は、稚内管内月計で100.5％、累計で100.3％、北見管内

月計で100.9％、累計で100.5％の実績となっております。道北地区は雪解けが遅く、例年よ
り遅れて放牧が始まりました。初妊牛の動向ですが、８月～９月分娩が中心となります。先月か
ら府県の導入はある程度落ち着いてきた反面、道内からの需要が高い状況となっています。今
月も同様な状況が続くと思われますので、相場的には若干の下げで動くものと思われます。

初　妊　牛 47〜52

経　産　牛 40〜47

道内総括
育成牛（10-12月令） 30〜35 5月中旬までの生乳生産量前年比は月計で100.9％、累計で100.7％の実績となっております。初妊牛の動向

ですが、夏分娩牛が取引の中心になりますので弱含みで推移するものと思われます。その中でも、上物や雌雄
選別精液については堅調に推移すると思われ、下物との価格差がつく相場となりそうです。育成牛については、
価格は横這いで推移するものと思われますが、来春分娩になる育成牛は、月齢に関わらず資源不足のため強含
みの相場となりそうです。経産牛については地元で即戦力としての人気が高く、底堅い値動きとなっています。

初　妊　牛 48〜53

経　産　牛 ４５～５０



入賞作品紹介入賞作品紹介

※この作品は本会と全国酪農青年女性会議共催の「第38回らくのうこどもギャラリー」で
全国279点の応募作品から入賞12点に選ばれたものです。 主催　全国酪農青年女性会議

今月の今月の うしさんにえさをあげたよ
柳沢保育園（東北）4歳　佐々木 大翔

今 月の入選作品は、柳沢保育園（東北）4歳の佐々木 大翔くんの「うしさんにえさを
あげたよ」です。

四角い牛さんが堂々と描けましたね。体の斑点は、紙の白地をうまく使ってます。牛さん
とバックの明るい色との対比が絵に面白味をあたえています。



主催　全国酪農青年女性会議/全国酪農業協同組合連合会

全国酪農青年女性
酪農発表大会
全国酪農青年女性
酪農発表大会

第41回

in 神戸

全国酪農青年女性会議  〒108-0014 東京都港区芝4-17-5 全酪連指導・企画部内 / TEL. 03-5931-8003［大会事務局］

1名　１１，０００円（大会・懇親会まで）
※宿泊につきましては、各地域会議事務局に
　お問い合わせください。

神戸国際会議場
 〒650-0046 
 神戸市中央区港島中町6-9-1
 TEL. 078-302-5200
〈懇親会〉神戸ポートピアホテル
 〒650-0046 
 神戸市中央区港島中町6-10-1
 TEL. 078-302-1111

〈アクセス〉
 ●高速道路 阪神高速３号神戸線 京橋出口 5分
 ●阪神高速３号神戸線 生田川出口 5分 
 ●ポートアイランド線「市民広場」駅徒歩すぐ 

日　程

参加費

会　場

12木 13 金7月7月
平成24年平成24年

7月12日（木）

13:00～13:55　開会式

14:05～16:20　酪農経営発表

16:20～16:30　らくのうこどもギャラリー表彰式

16:45～18:20　酪農意見・体験発表

19:00～21:00　懇親会

7月13日（金）

09:00～09:35　酪農経営発表質疑応答

09:35～10:00　酪農意見・体験発表質疑応答

10:15～11:40　審査講評・表彰式　

11:40～11:50　閉会式　

JR新幹線

JR神戸線

阪神高速5号 湾岸線阪神高速5号 湾岸線

京橋

市営地下鉄

神戸空港

私鉄
ポートライナー

神戸高速
3号線
神戸高速
3号線

国道2号線

至
新
大
阪

至
博
多

新神戸

三宮 大阪

ポートピアホテル
神戸国際会議場

神戸コンベンション
センター

生田川

市民広場駅


